
 

第６回 経営ビジョン策定検討部会 

次     第 

 

開 催 日  平成２９年１２月１３日（水） 

開催時間  午後５時３０分～７時３０分（終了予定） 

開催場所  京都市上下水道局本庁舎別館１階大会議室 

 

１ 開 会 

（１）出席者確認 

（２）進行の確認，会議の公開について 

 
２ 議 題 
 次期経営ビジョン及び中期経営プラン骨子案について 
 
３ 閉 会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜配付資料＞  

次第 

委員等名簿 

配席図 

資料１  京都市上下水道事業経営審議委員会設置要綱 

資料２  経営ビジョン策定検討部会の設置に関する要領 

資料３  京都市上下水道事業経営審議委員会の会議の公開に関する要領 

資料４  第５回経営ビジョン策定検討部会議事録 

資料５  次期経営ビジョン及び中期経営プラン骨子案について 

     （別紙１）次期経営ビジョン骨子案に係る市民意見募集結果 

     （別紙２）次期経営ビジョン及び中期経営プラン骨子案 

資料６  第６回部会における議論のポイント 

 

《別添資料》（封入） 

・ 京（みやこ）の水ビジョン 

・ 京都市上下水道事業中期経営プラン（2008-2012） 

・ 京都市上下水道事業中期経営プラン（2013-2017） 

・ 平成２９年度京都市水道事業・公共下水道事業経営評価（平成２８年度事業） 

・ 平成２７年度 水に関する意識調査 調査結果報告書 

・ 京の上下水道 



第６回経営ビジョン策定検討部会 委員等名簿 
 
○ 部会委員 

（五十音順，敬称略） 
 氏名 役職等 出席 

学
識
経
験
者
等 

◎神子
か み こ

 直之
なおゆき

 立命館大学教授（理工学部） 出席 

小林
こばやし

 千春
ち は る

 同志社大学教授（経済学部） 出席 

小林
こばやし

 由香
ゆ か

 税理士 出席 

中嶋
なかじま

 節子
せ つ こ

 
京都大学教授 
（大学院人間・環境学研究科） 

出席 
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京都市上下水道局 
総務部経営ビジョン策定・防災担当部長 

出席 

◎：部会長 
 
○ 京都市 
京都市上下水道局総務部経営政策担当部長         日下部 徹 
    〃   総務部総務課長             橋本  悟 
    〃   総務部経営企画課長           宮田 一行 
    〃   総務部職員課人材育成担当課長      板垣 則子 
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    〃   水道部管理課担当課長          山中 伸行 
    〃   下水道部計画課長            芝田 康夫 
 
◇ 事務局 総務部経営企画課 
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京都市上下水道事業経営審議委員会設置要綱 

（設置） 

第１条 京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価に関する条例（以下「条例」とい

う。）第１１条第２項に規定する委員会として，京都市上下水道事業経営審議委

員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（目的） 

第２条 委員会は，上下水道事業の適切な執行管理や継続的な改善を進め，サービス

の向上を図りながら市民の皆さまに説明責任を果たし，市民の皆さまの視点に立

った上下水道事業を推進するため，外部有識者等の意見を取り入れることにより

事業の客観性・透明性を高めるとともに，市民の皆さまの視点に立った事業推進

を図ることを目的とする。 

（所掌事項） 

第３条 委員会の所掌事項は，次の各号に掲げるものとする。 

  各年度の事業計画及び中期経営プランの進捗状況の点検・評価並びに課題等の

ある事業の検討 

  上下水道事業経営評価制度の充実に向けた助言・提案 

  その他上下水道事業の経営に関し管理者が必要と認める事項の検討及び助

言・提案 

（組織） 

第４条 委員会は，委員１０名以内をもって組織する。 

２ 委員は，市民及び学識経験のある者その他管理者が適当と認める者のうちから，

管理者が委嘱する。 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は，２年以内とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残

任期間とする。 

２ 委員は，再任することができる。 

資料１ 



（委員長及び副委員長） 

第６条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は，委員の互選により定め，副委員長は委員長が指名する。 

３ 委員長は，委員会を代表し，会務を総理する。 

４ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その職務を代理する。 

５ 委員長及び副委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長の指名する委員がそ

の職務を代理する。 

（招集及び議事） 

第７条 委員会は，委員長が招集する。ただし，委員長及びその職務を代理する者が

在任しないときの委員会は，管理者が招集する。 

２ 委員長は，会議の議長となる。 

３ 委員会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。 

４ 委員会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決す

るところによる。 

５ 委員会は，必要があると認めるときは，委員以外の者に対して，意見の陳述，説

明その他の必要な協力を求めることができる。 

（部会） 

第８条 委員会に付議する事案を個別具体的に検討するため，委員会に部会を置くこ

とができる。 

２ 部会の構成員（以下「部会委員」という。）は，次の各号に掲げる者とする。 

  委員長が指名する委員 

  委員会に付議する事案について専門の知識を有する者のうちから，管理者が

委嘱し，又は任命する者 

３ 部会に部会長を置く。 

４ 部会長は，第２項第１号に掲げる者のうちから，委員長が指名する。 

５ 部会長は，その部会の事務を掌理する。 



６ 部会長に事故があるときは，あらかじめ部会長の指名する部会委員がその職務を

代理する。 

（部会の招集及び議事） 

第９条 部会は，部会長が招集する。ただし，部会長及びその職務を代理する者が在

任しないときの部会は，管理者が招集する。 

２ 部会長は，会議の議長となる。 

３ 部会は，部会委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。 

４ 部会の議事は，出席した部会委員の過半数で決し，可否同数のときは，議長の決

するところによる。 

５ 部会長は，部会の会議の結果を委員会に報告しなければならない。 

（庶務） 

第１０条 委員会の庶務は，上下水道局総務部経営企画課において行う。 

（補則） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定

める。 

附 則 

この要綱は，平成２５年７月１日から実施する。 

  附 則 

この要綱は，平成２６年１２月４日から実施する。 



経営ビジョン策定検討部会の設置に関する要領 

（設置） 

第１条 京都市上下水道事業経営審議委員会設置要綱（以下「要綱」という。）

第８条第１項の規定に基づき経営ビジョン策定検討部会（以下「部会」とい

う。）を設置する。 

（目的） 

第２条 部会は，平成３０年度以降の新たな経営ビジョンについて必要な検討

を行い，京都市上下水道事業経営審議委員会に報告することを目的とする。 

（任期） 

第３条 要綱第８条第２項に規定する部会委員の任期は，次の各号に掲げると

おりとする。 

  要綱第８条第２項第１号に規定する者にあっては，同号の規定による指名

の日から部会において必要な検討が終了する日まで 

  要綱第８条第２項第２号に規定する者にあっては，同号の規定による委嘱

又は任命の日から部会において必要な検討が終了する日まで 

（会議の公開） 

第４条 会議の公開に関する事項は，京都市上下水道事業経営審議委員会の会

議の公開に関する要領に準じる。 

（報酬等） 

第５条 部会委員に支払う報酬等に関する事項は，京都市上下水道事業経営審

議委員会委員の報酬等に関する要領に準じる。 

（庶務） 

第６条 部会の庶務は，上下水道局総務部経営企画課において行う。 

（補則） 

第７条 この要領に定めるもののほか，部会の運営に関し必要な事項は，別に

定める。 

附 則 

この要領は，平成２９年３月２３日から実施する。 

資料２ 



京都市上下水道事業経営審議委員会の会議の公開に関する要領 

 

（趣旨） 

第１条 京都市上下水道事業経営審議委員会（以下「委員会」という。）の会議（以

下「会議」という。）の公開については，京都市市民参加推進条例第７条及び京都

市市民参加推進条例施行規則第３条に定めるもののほか，この要領の定めるところ

による。 

（会議の公開） 

第２条 会議は，原則として公開とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，委員長は，会議を公開することにより非公開情報（京

都市情報公開条例第７条に規定する非公開情報をいう。以下同じ。）が公になると

認めるときは，会議の全部又は一部を公開しないことができる。 

（公開の方法等） 

第３条 会議の公開は，会議の傍聴を希望する者に，当該会議の傍聴を認めることに

より行う。 

２ 委員会は，会議を公開するときは，会議を傍聴する者（以下「傍聴者」という。）

の定員をあらかじめ定め，会議の会場に傍聴席を設けるものとする。 

（傍聴することができない者） 

第４条 次の各号のいずれかに該当する者は，会議を傍聴することができない。 

  棒，プラカード，つえ（疾病その他正当な理由がある場合を除く。）等人に危 

害を加えるおそれのある物を携帯している者 

  拡声器，鉢巻，腕章，たすき，ゼッケン，垂れ幕，のぼり，張り紙，ビラ等会 

議の進行を妨害するおそれのある物を着用し，又は携帯している者 

  酒気を帯びている者 

  その他会議の進行を妨害することを疑うに足りる顕著な事情が認められる者 

 

資料３ 



（傍聴者の守るべき事項） 

第５条 傍聴者は，職員の指示に従うとともに，次の各号に掲げる事項を守り，静穏

に傍聴しなければならない。 

  会議における発言に対して，拍手その他の方法により賛否を表明しないこと。 

   会議場において発言しないこと。 

  みだりに席を離れないこと。 

  飲食又は喫煙をしないこと。 

  携帯電話その他音の発生する機器の電源を切ること。 

  会議場において，撮影，録音その他これに類する行為をしないこと。ただし， 

委員長の許可を得た者は，この限りでない。 

  前各号に定めるもののほか，会議の進行の妨げとなり，又は他の傍聴者の迷 

惑になる行為をしないこと。 

（傍聴者の退場） 

第６条 傍聴者は，会議を公開しないこととする決定があったときは，速やかに退場

しなければならない。 

（違反に対する措置） 

第７条 委員長は，傍聴者がこの要領の規定に違反したときは，当該違反行為を制止

し，その命令に従わないときは，当該傍聴者を退場させることができる。 

（議事録等） 

第８条 委員会は，会議の終了後速やかに，議事録を作成しなければならない。 

２ 議事録及び会議の資料は，原則として公開する。 

３ 前項の規定にかかわらず，委員長は，次のいずれかに該当するときは，議事録又

は会議の資料の全部又は一部を公開しないことができる。 

  会議を公開しなかったとき。 

  議事録又は会議の資料を公開することにより，非公開情報が公になると認め 

るとき。 



４ 委員会は，前項の規定により議事録の全部又は一部を公開しないこととするとき

は，議事要旨を作成し，公開するものとする。 

５ 議事録には，委員会において定めた２人の出席委員が署名しなければならない。 

附 則 

この要領は，平成２５年７月１日から実施する。 
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第５回経営ビジョン策定検討部会 議事録 

 

日 時   平成２９年８月７日（月） 午後１時３０分から午後３時まで 

 

場 所   京都市上下水道局本庁舎 別館１階研修室 

 

出席者（本市職員を除き五十音順，敬称略） 

１ 委員 

神子 直之  立命館大学教授（理工学部） 

小林 千春  同志社大学教授（経済学部） 

小林 由香  税理士 

中嶋 節子  京都大学教授（大学院人間・環境学研究科） 

江渕 史明  京都市上下水道局総務部経営ビジョン策定・防災担当部長 

 

２ 京都市上下水道局 

総務部経営政策担当部長，総務部総務課長，総務部経営企画課長，総務部経理課長， 

総務部お客さまサービス推進室業務管理担当課長，技術監理室監理課長， 

技術監理室監理課担当課長，水道部管理課担当課長，下水道部計画課長， 

事務局（総務部経営企画課） 

 

次 第 

１ 開 会 

  出席者確認 

  進行の確認，会議の公開について 

２ 議 題 

次期経営ビジョン骨子案について 

３ 閉 会 

 

内 容（議題に係る主な意見） 

＜全体に係る意見＞                            

○ 写真を配置したことにより内容がわかりやすくなっていると思うが，脚注の付いていな

い写真が一部あるので，短い文章で構わないので，脚注を入れてみてはどうか。 

 

＜「表紙」，「次期経営ビジョンについて」，「現在の「京（みやこ）の水ビジョン」の取組」，

「事業を取り巻く背景・課題」，「基本理念と取組の構成」（表紙～ｐ8）に係る意見＞   

○ 表紙の文章の３段落目について，「節水型社会の定着」を文頭に掲げると「節水型社会」

が悪いというニュアンスを与える可能性があるので，「節水型社会の定着」よりも「人口減

少」を前に出した方がよいのではないか。 

資料４ 
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○ 表紙の文章をはじめ，文末の表現をもう少し工夫した方がいい箇所があるので，再検討

してほしい。 

○ ｐ1「１ 次期経営ビジョンについて」について，「京都市基本構想」や「京都市基本計

画」に上下水道事業に係わる項目があるのであれば，具体的にあげた方がわかりやすいの

ではないか。 

○ ｐ2「２ 現在の「２ 京（みやこ）の水ビジョン」の取組」について，総括をしている

割には，記載項目が細かいので，もっと大きな取組を記載するか，簡略化してはどうか。 

○ 表紙やｐ3「３ 事業を取り巻く背景・課題」に，上下水道事業を取り巻く経営環境が，

今後いかに苦しくなっていくかについて，数値を用いながら記載している点が，市民にと

ってわかりやすく評価できると思う。 

さらに，上下水道事業は，独立採算性を採っており，市民からの料金収入でまかなわれ

ていることを記載すると，より厳しい環境になってきたときに，自分たちの料金に跳ね返

ってくるということが市民にもっと伝わるのでないかと思う。 

○ ｐ3「３ 事業を取り巻く背景・課題」の（１）に，「水需要の見通し」と「管路の老朽

化の見通し」のグラフがあるが，まず「水需要の見通し」については，今の料金体系にお

ける損益分岐点的な理想の水量がわかれば記載してみてはどうか。また「管路の老朽化の

見通し」のグラフについては，老朽化のピークに収支を合わすための水量や料金の理想値

の掲載があればわかりやすいと感じた。 

○ ｐ4「３ 事業を取り巻く背景・課題」の「（２）大規模災害等を機に高まる防災・危機

管理の重要性」に，「レジリエンス」の説明があるが，この説明ではよくわからない。もっ

と詳しく書くか，あまり書かないかどちらかにした方がいいのではないか。市民に向けて，

現段階で「レジリエンス」の説明はそこまでいらないように思う。 

 

＜視点①「京の水をみらいへつなぐ」（ｐ9～12）に係る意見＞              

○ ｐ10「視点①」「方針②はこぶ」「取組②」と「取組⑤」について，「取組②」には配水管

の更新については，数値目標の記載があるが，「取組⑤」の下水道管路の更新については，

数値目標の記載がないので，こちらも併せて記載してはどうか。 

○ ｐ10「視点①」「方針②はこぶ」「取組⑥」で「啓発」や「勧奨」という表現を使用して

いるが，上から物を言っている印象を与えるので，「提案」や「推奨」などに変更してはど

うか。特に，「勧奨」という表現は一般的にあまり使用しない言葉なので，見出しの部分は

別の表現を検討してほしい。 

○ ｐ11「視点①」「方針④まもる」について，危機管理は，市民の関心が高いと思う。消防

局や建設局などインフラ系の京都市の他局との関係強化について記載すると，市民は安心

するのではないか。 

○ ｐ12「視点①」「方針④まもる」「取組②」について，「自助」は上下水道局がやることで

はないので，「自助を支援」など表現の仕方を工夫した方がいいのではないか。 

○ ｐ12「視点①」「方針⑤いどむ」「取組①」の見出しの文章について「あらゆる業界」と

いう表現があるが，「あらゆる」という言葉では何でもかんでもという印象を与えかねない
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ので，他の表現はできないか検討してほしい。 

○ ｐ12「視点①」「方針⑤いどむ」「取組②」の広域化の項目について，今の文章だとなぜ

広域化を進めるのかがわかりにくいように思う。 

 

＜視点②「京の水でこころをはぐくむ」（ｐ13～14）に係る意見＞             

○ ｐ13「視点②」「方針①こたえる」「取組④」について，広報活動という形で，子ども向

けの授業などを記載しているが，広報というよりは社会貢献ではないか。「方針②ゆたかに

する」の項目などと合わせて，社会貢献的な事業項目を作ってみてはどうか。例えば，「視

点②」の方針は，「こたえる」と「ゆたかにする」の二つであるが，もう一つ「つたえる」

などの項目があってもいいのではないか。 

○ ｐ13「視点②」「方針①こたえる」「取組④」について，上下水道事業の現状や経営状態

についても，市民にお知らせする機会がこれから必要になるのではないかと思うので，検

討いただければと思う。 

 

＜視点③「京の水をささえつづける」（ｐ15～16）に係る意見＞             

○ ｐ15「視点③」「方針①になう」に掲載されているポスターについて，掲載されているも

の以外のポスターも，市民の目に留まっており，市民の興味を引くと思うので，市民意見

募集パンフレット（次期経営ビジョン骨子案）に活用してはどうか。 

○ ｐ16「視点③」「方針②ささえる」「取組②」の見出しの文章がわかりにくいので，公営

企業としての責任を果たしながら，民間活力を導入していくという意味合いがわかる文章

になるよう，検討してみてほしい。 

 

＜「実施計画の策定と継続的な改善」，「今後の予定」，「御意見の募集内容及び応募方法」 

（ｐ17～18）に係る意見＞                     

○ ｐ18「８ 御意見の募集内容及び応募方法」について，次期経営ビジョンの骨子案に対

して，市民からどういう意見がほしいのかという質問の項目立て自体が上下水道局の姿勢

を表すものだと思う。自分がパブリックコメントをする場合は，まずは質問の項目を見て

から，中身を見ると思う。 

（以 上） 

 

 



 
 

 
次期経営ビジョン及び中期経営プラン骨子案について 

 
１ 市民意見募集の結果 
  募集期間 
平成２９年９月１日（金）から平成２９年１０月３日（火）まで 

 
  御意見数 
応募総数：２２９通  御意見数：５１４件 

 
  御意見の要旨と御意見に対する本市の考え方 別紙１参照 
 
  市民意見募集結果の反映（主なもの） 
○ 山間地域を含めて，一体的に事業を推進することを明記（別紙２２ページの
（２），６ページの取組①） 

○ 市民や水道・下水道に携わる事業者とともに事業を支えることについて，  
具体的な取組を明記（別紙２１４ページの取組②） 

○ 意見が多かった料金・使用料について，今後５箇年は現行水準を維持しつつ
も，その在り方について検討を進めることを明記（別紙２１７ページのウ） 

 
２ 次期経営ビジョン等の名称 
  次期経営ビジョン等の名称の考え方 
○ 次期経営ビジョンの名称は，現行ビジョンをしっかりと受け継ぎつつ，新た
な基本理念の下で将来像の実現を目指すことを表すものとして検討 

○ そのため，現行の名称（「京（みやこ）の水ビジョン」）を継承しつつ，次期
経営ビジョンの基本理念（「京（きょう）の水からあすをつくる」）の言葉を   
副題として使用 

○ また，長期的な視点に立って，厳しい経営環境の中でも着実に事業を推進  
していくことを表現するために，“経営”ビジョンであることを明確化 

○ なお，次期中期経営プランについては，実施計画である点を踏まえ，現行の
名称を継承 

 
  次期経営ビジョン等の名称 

計画の区分 名称（仮称） 

経営ビジョン 

（１０年） 

京都市上下水道事業経営ビジョン（2018-2027） 

京（みやこ）の水ビジョン －あすをつくる－ 

中期経営プラン 

（５年） 
京都市上下水道事業中期経営プラン（2018-2022） 

 
３ 次期経営ビジョン及び中期経営プラン骨子案の内容 別紙２参照 

資料５ 
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上下水道局の次期経営ビジョン骨子案に係る市民意見募集結果 
御意見の要旨と御意見に対する本市の考え方 

 
【 総括表（御意見の内訳） 】 応募総数：２２９通  御意見数：５１４件 

区分 
反映
（Ａ） 

同趣旨 
（Ｂ） 

参考 
（Ｃ） 

合計 

１ 骨子案全体，背景・課題 １６ ５５ １３ ８４ 

２ 基本理念と取組の構成 ６ ５７ ８ ７１ 

３ 視点① 京の水をみらいへつなぐ ５６ ４８ ５０ １５４ 

４ 視点② 京の水でこころをはぐくむ １６ ２７ ３４ ７７ 

５ 視点③ 京の水をささえつづける ３４ ３５ ２６ ９５ 

６ その他 ０ ２０ １３ ３３ 

合計 １２８ ２４２ １４４ ５１４ 

 
 
（参考）御意見を頂いた方の属性 
＜年齢＞ 
20 歳未満 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳以上 回答なし 計 

0 通 22 通 40 通 32 通 25 通 35 通 10 通 65 通 229 通

0％ 10％ 17％ 14％ 11％ 15％ 5％ 28％ 100％ 

 
＜性別＞ 

男性 女性 回答なし 計 

125 通 38 通 66 通 229 通 

55％ 17％ 28％ 100％ 

 
＜お住まい＞ 
市内在住 市通勤等 その他 回答なし 計 

107 通 24 通 30 通 68 通 229 通 

47％ 10％ 13％ 30％ 100％ 

 
＜回答方法＞ 

郵送 ＦＡＸ 持参 電子メール 送信フォーム 計 

25 通 7 通 62 通 5 通 130 通 229 通 

11％ 3％ 27％ 2％ 57％ 100％ 

 

 

別紙１ 
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（Ａ）次期経営ビジョンに反映するもの 

１ 骨子案全体，背景・課題                          

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・これまでの結果を示すと分かりやすい
と思う。 

現在の「京（みやこ）の水ビジョン」に
基づき進めてきた各取組については，次
期経営ビジョンにおいて，取組内容や数
値目標の達成状況をお示しします。 

・10 年間の計画と一括りにするのではな
く，いつまでにやるのかをもっと明確
かつ詳細に，また各項目については何
らかの数値目標が必要のように感じ
た。このビジョンを，将来どのように
点検・評価されるのか，疑問に思う。 

・「今後の経営環境は大変厳しい見通し」
と記載しているが，実態をもっと詳し
く教えて欲しい。 

・将来の不安材料があれば更に提示して
欲しい。 

・なぜ，この工事が必要なのか，住民が
もっと認知できるようにして欲しい。 

・コストの数値など，足元の状況につい
て把握できているのか。 

・これをやったらこんな形になるという
ものが，もう少し見えるといいと思う。 

・各取組について水道と下水道の関係が
分かりにくい。 

・京都市の計画との関係性が分かりづら
い。 

・個別の取組は理解できたが，それで 10
年後どのようになるのか，しっかりと
ビジョンでは示して欲しい。 

・もう少し市民にも伝わるような工夫を
して欲しい。 

次期経営ビジョンでは，取組内容の詳細
や数値目標をお示しするとともに，前後
期各５箇年の実施計画として策定する中
期経営プランにおいては，年次計画をお
示しします。また，点検・評価につきま
しては，これまでどおり，年度ごとに京
都市水道事業・公共下水道事業経営評価
を実施し，事業の点検・評価を実施しま
す。 

・視点①「京の水をみらいへつなぐ」と
視点③「京の水をささえつづける」の
違いが分かりにくいので，項目間の関
係図式をつけてみるとよいと思う。 

・視点①と視点③の差異が，文字だけ見
ると分かりにくい。 

骨子案でお示しした３つの視点につい
て，それぞれの関係図を作成し，お示し
します。 

  



（Ａ）次期経営ビジョンに反映するもの 

3 

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・○○率など，市民には分かりにくい数
字が多く，それで安心してよいのかが
よく分からない。単純に，市民が安心
しているかどうか，頼れるかどうかを
聞いてみて，それをもっと高めること
を目標にしても良いのではないか。 

次期経営ビジョン及び前後期各５箇年の
実施計画として策定する中期経営プラン
で掲げる目標は，市民の皆さまから見た
事業の効果を指標として盛り込み，お示
しします。 

・山間地域の水道事業について，給水量
の比率的にはわずかなものと思われる
が，これらの地域の次期経営ビジョン
が，具体的には全く記載されていない
ように感じる。 

・「市内北部地域の下水道整備完了」と書
いてあるが，久多や花脊，京北などの
下水道整備が完了しているとは思えな
い。ここでいう「市内北部地域の下水
道整備」とは何を指すのか，私たちに
も分かりやすく記載して欲しい。 

・国の新水道ビジョンの重点的な実現方
策にある「小規模水道対策」について，
京都市において特に示す事項があれば
記載してはどうか。 

市内山間地域には 15 の地域水道（簡易水
道 14，飲料水供給施設１）がありました
が，平成 28 年度末までに再整備事業を完
了しました。 
また，市内北部地域の下水道計画区域は，
大原，静原，鞍馬及び高雄の４地域であ
り，平成 26 年度に下水道整備を完了しま
した。 
これら山間地域の上下水道事業について
は，平成 29 年度から，本市の水道事業及
び公共下水道事業と統合し，一体的に事
業を進めています。次期経営ビジョンで
は，この点について御理解いただけるよ
うに記載します。 

・模式図や写真等があればもっと分かり
やすい。 

図や写真等も活用しながら，より詳細な
説明等を記載します。 

・形式はユニバーサルデザイン，カラー
バリアフリーでお願いしたい。 

冊子の作成に当たっては，「京都市みやこ
ユニバーサルデザイン推進指針」に基づ
き，多くの方にお手に取っていただける
デザインとします。 

・次期ビジョンの名称は，現在の「京の
水ビジョン」の進化をイメージできる
ようにして欲しい。 

頂いた御意見も踏まえ，次期経営ビジョ
ンの名称を検討します。 
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２ 基本理念と取組の構成                           

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・基本理念や取組の構成のうち，「目指す
将来像」が大切だと思う。まずは 10
年間でこれらの内容がどの程度具体化
するのか，それをできるだけ分かりや
すく数字も用いて表すことで，市民に
も分かりやすい将来像になると思う。 

・色々な課題（方針）を列挙されている
が，これらに優先順位はないのか。 

・水道や下水道の本来の役割を全うする
ため，優先順位を付けて，理念どおり
の事業を展開して欲しい。 

次期経営ビジョン及び前後期各５箇年の
実施計画として策定する中期経営プラン
では，より詳細に取組内容を記載すると
ともに，年次計画及び数値目標を記載し
ます。また，「目指す将来像」については，
分かりやすい図で表現し，10 年後の目指
す姿を多くの方に御理解いただけるよう
努めます。 
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３ 視点① 京の水をみらいへつなぐ                       

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・地域水道の統合により水源が多数に渡
る。水量的には少ないが「琵琶湖から」
と特定するのはどうか。 

平成 29 年４月に山間地域の水道事業を
統合したことに伴い，本市水道事業の水
源は琵琶湖のみではなくなったため，よ
り適切な表現に改めます。 

・老朽化する施設の更新費，設備の効率
化，人口減少による水需要の減少など
のバランスをどのように取るのかを分
かり易く表現する必要がある。 

・施設や管路の耐震化，危機管理対策に
ついて，具体的な取組を示して欲しい。 

・上下水道施設は全国的にも老朽化が進
み，現状を維持し続けることは困難で
あると聞く。老朽化対策を進め，生活
に支障が生じないよう，取組を進めて
いただきたい。 

・次世代にも残せる耐震化や施設更新を
進めて欲しい。 

・浄水場などの耐震化はどうなのか。 
・老朽化や災害対応について重点が置か
れているように感じた。 

・水道・下水道ともに老朽化対策，地震
対策を最も優先して欲しい。いつ起こ
るか分からない大規模災害への備えの
ハード，ソフト面，また危機管理能力
は重要なポイントなので，具体的な体
制作りをお願いしたい。 

・古いものをしっかり直して欲しい。 
・太秦庁舎以外は震災時大丈夫なのか。 

今後の経営見通しについてより詳細に記
載するとともに，前後期各５箇年の実施
計画として策定する中期経営プランにお
いて，財政計画をお示しします。 
老朽化した管路や施設の更新と耐震化は
大きな課題の一つと考えており，施設マ
ネジメントによる長寿命化や事業費の平
準化を図ることで，事業費を抑えつつ，
効果的・効率的に管路・施設や庁舎の更
新や耐震化を推進します。また，危機管
理対策については，ハード面はもとより，
計画やマニュアルなどソフト面の取組も
充実させます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・全ての上下水道管の耐震化は計画にあ
るのか。 

・耐震化の割合などが書かれているが，
具体的な場所などは示されているの
か。重点対象となる管路や施設，優先
順位などの説明が必要ではないか。 

・水道と下水道で耐震化の取組に係る記
載が異なるが，両者の方針の違いを説
明する必要があるのではないか。 

・配水管の更新について，重点対象とな
る管路，優先順位とかの説明が必要で
は。 

・老朽化した配水管，給水管の更新に合
わせて耐震化を推進して欲しい。 

老朽化した管路や施設の更新と耐震化は
大きな課題の一つと考えております。水
道管路・下水道管路はそれぞれ役割や性
質が異なりますので，次期経営ビジョン
では，それぞれの役割や性質を踏まえた
事業の方向性や目標をお示しします。 

・現行ビジョンにおける大きな経営上の
コンセプトとして，「施設規模の適正
化」が謳われ，実現されているが，次
期案では，事業者の必死の覚悟が見え
ない。 

 

次期経営ビジョンにおいて，水道事業で
は，浄水場の廃止等による「施設規模の
適正化」を行う予定はありませんが，将
来の施設規模を見据えた施設の改築更
新・耐震化を実施します。また，配水管
の更新に際しては，将来の水需要を見据
え，使用水量に応じた口径で更新（ダウ
ンサイジング）することで「配水管口径
の最適化」を図ります。 
公共下水道事業では，鳥羽水環境保全セ
ンター吉祥院支所に流入する汚水を鳥羽
水環境保全センターに段階的に切り替
え，将来的に吉祥院支所の汚水処理機能
を縮小させることで，より効率的な施設
体系としていきます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・予防保全，事後保全という考えは，水
道，下水道共通の考え方であり，先に
説明すべき。 

・浄水場の「予防保全」はしないのか（管
路のみ打ち出すのは疑問）。 

・「予防保全」は水道にも言えることなの
で，表現を上下水道共通のものにする
べきと思う。 

・下水道事業では「予防保全」型維持管
理はしないのか。 

・今後とも勉強・研究を実施し，広範囲
な意見が得られるような取組を望む。 

予防保全・事後保全の考え方は，水道・
下水道に共通するものですので，次期経
営ビジョンでは，水道・下水道のそれぞ
れの特性を踏まえた施設マネジメントの
考え方をお示しします。 

・鉛管の健康への影響について心配して
いる。公費で取り替えを進めて欲しい。 

鉛製給水管（鉛管）を使用されている場
合でも，通常の使用状態であれば，現行
の水質基準に適合しており安全性に問題
はありませんが，漏水防止等の観点も含
めて，本市の負担により鉛製給水管の解
消に努めてきました。今後も配水管等の
布設替工事や漏水修繕工事などの機会を
捉えた取替工事の実施や，宅地内の助成
金制度の継続など，引き続き鉛製給水管
の解消に努めていきます。 

・「京（みやこ）のおそうじプロジェクト」
に取り組まれているが，重要な維持管
理作業であり，今後も取り組むべきと
考えているので，表記すべき。 

「京（みやこ）のおそうじプロジェクト」
については，配水管の維持管理の一環と
して，平成 30 年度以降も引き続き取り組
みます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・平成 35 年度までに合流式下水道の改善
対策とあるが，簡単なことではないと
思われる。平成 35 年度まで終わるよう
な規模になっているのか。 

・蛇口から直接飲める水道水を守るため
に，水質管理の徹底や，下流域の人た
ちにも，おいしい水を今後も飲んでも
らうためにも合流式下水道の改善を着
実に行って欲しい。 

・大きな川の中流域にある大都市の責務
として，また大阪湾を少しでもきれい
にするためにも，平成 36 年度以降も積
極的にやって欲しい。 

本市では，公共下水道整備区域の約 40
パーセントが合流式下水道区域となって
おり，これまでから改善対策を進めてき
ました。今後も，一時的に雨を貯留する
管きょの整備等を進めることで，平成 35
年度には，合流式下水道改善率 100％を
達成することを目指しています。 
また，平成 36 年度以降においても，琵琶
湖・淀川水系の中流域に位置する大都市
として，河川の水環境への負荷低減に努
めていく考えです。 
 

・各公園や避難場所にマンホールトイレ
を整備できないか。 

災害用マンホールトイレについては，こ
れまでから，広域避難場所（公園等）や
避難所（市立の小中学校等）における整
備を進めております。 
今後も，小中学校をはじめ，市有施設の
避難所等を対象として，関係部署と調整
しながら整備を継続します。 

・周辺都市と協力し，災害時の救援活動
の充実を図って欲しい。 

現在，大都市間や京都府下の市町と災害
時の相互応援の体制を整えています。次
期経営ビジョンでは，広域連携に係る取
組の一環として，京都府下の市町村間と
の相互応援の具体的な方法や，大規模な
災害時における受援（他の市町村から応
援をうけること）のあり方について更な
る連携を検討し，救援活動の充実を図り
ます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・市内の浸水安全度は，局地的豪雨の時
間水量（雨量）にどこまで耐えられる
のか。 

・経営ビジョンに書かれている想定内の
大雨の対策と共に想定外の激甚な大雨
についても上下水道局として一定の考
えを示してはどうか。 

本市では，これまでから浸水対策の取組
を進め，５年に一度の大雨に対する雨水
整備率は全国トップ水準になっておりま
す。次期経営ビジョンでは， 10 年に１
度の大雨に対する整備率（１時間当たり
62 ミリ）について目標を設定し，雨水幹
線の整備等を継続的に進めてきました。 
また，近年発生している局地的な大雨に
対しても，これまでに整備してきた施設
が一定の効果を発揮していることから，
引き続き，10 年に１度の大雨に対応した
施設整備を進め，土のう・止水板の設置
や防災マップの活用，防災訓練等，自助
の取組と併せて，被害を更に軽減するこ
とが出来ると考えております。 

・財政が逼迫している状況は分かるが，
集中豪雨対策に抜本的な対策をお願い
したい。例えば，大型地下雨水路の設
置等。 

・大雨のニュースが多いので対策して欲
しい。 

・局地的な豪雨対策の重要性が高まって
いると思うので，より取り組んで欲し
い。 

・地震対策も大切だが，雨の対策もしっ
かりお願いしたい。 

次期経営ビジョンにおいても，浸水対策
を重要な事業の一つとして位置付け，「雨
に強いまちづくり」の取組をしっかりと
進めていく考えです。 
主な取組としては，市内中心部の浸水安
全度を更に向上させるために，既設の幹
線の排水能力を補完する新たな基幹幹線
（鳥羽第３導水きょ）を整備するほか，
過去に浸水した地域や浸水の危険性が高
い地域における雨水幹線等の整備を進め
ます。 

・IoT とか ICT とか記載があるが，水道・
下水道で具体的にどのようなことに利
用するのか。 

・AI や ICT 化を進めて欲しい。 
・ICT は，水道や下水道でもいろいろ活
用できると思うので，最新の技術を取
り入れて世界に誇れるような事業を進
めて欲しい。 

IoT や AI 等の ICT を利用することによ
り，水量，水質，設備状況等，各種デー
タの分析を行い，それらを反映させた効
率的な運転管理や維持管理への活用方法
について調査・研究を進めます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・広域化へのリーダーシップの発揮，公
民連携手法の導入は非常に重要であ
り，多様な関係者と連携し，積極的に
推進して欲しい。 

・骨子案 12 ページの方針⑤の取組②にお
いて，何の検討を先導するのか説明不
足と感じる。 

・広域化への取組が不足しているように
感じる。 

・全国の指定都市がその地域の中心にな
って水道・下水道事業を支えていくの
は，指定都市の責任でもあると思うし，
この関係を市民に知っていただくこと
は大切なことだと思う。 

・京都府内一番の規模，実績を有してい
る強みを利用して，広域化，共同化を
考え進めて欲しい。 

・民間企業への委託も必要であると思う
が，もっと積極的にスピーディーに，
京都府，周りの市町村，さらには関西
の行政機関と連携提携して広く仕事を
すべきではないか。 

・自治体の垣根を越えた施設の広域化，
スリム化，効率化を進めて欲しい。 

京都府下の各市町村においても，本市同
様，水需要の減少や施設の老朽化の課題
を抱えており，職員の確保や技術の継承
についても喫緊の課題となっています。
本市としては，京都府内最大の事業体と
して，京都府と連携を図り，府内の広域
化・広域連携に係るリーダーシップを発
揮し，検討を先導していきます。 

・国際貢献，国際協力の説明文が一行で
終わっていて少しお粗末な気がする。 

・海外他都市との技術交流研修の派遣 
・水道や下水道はどこの国でも求められ
るものであり，今後の国際化の波に乗
り遅れないよう，技術力だけでなく語
学力も身につけておくべき。 

・世界の水道・下水道の発展に貢献する
うえで，職員を現地に派遣して，具体
的にどのような活動を想定しているの
か記述できないか。 

次期経営ビジョンでは，これまでから実
施してきた海外からの研修生等の受け入
れに加え，海外への職員短期派遣等も検
討し，引き続き，本市が培ってきたノウ
ハウや技術力を生かした国際協力を積極
的に進めていきます。 
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４ 視点② 京の水でこころをはぐくむ                      

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・近くの営業所がなくなることはサービ
ス低下と判断されることがあるので，
お客さまサービスが滞らない旨説明を
懇切に行うべきと考える。 

・市民やお客さまとの信頼関係を深めて
いくに当たり，営業所における「face 
to face」の対応が求められているよう
に感じる。 

・近所の営業所もなくなってしまい返っ
てサービスの低下になっていないか。
遠くて行きにくくなっている。 

・これまで家の近くに営業所があり，水
道や下水道のトラブルがあっても安心
していられたが，統合でなくなったこ
とで，少し寂しい思いとともに不安を
感じている。 

本市では，お客さまに来所していただか
なくても，電話やファックス，インター
ネットによる給水申込受付を導入するな
ど，お客さまが利用しやすい仕組みづく
りを進めるとともに，必要に応じてお客
さま宅を訪問してサービスが低下するこ
とがないよう対応してきました。 
また，繁忙期には区役所・支所におけ

る臨時相談窓口を設置するなど，積極的
に出向くサービスを推進・充実させてき
ました。 
次期経営ビジョンの中で，営業所につ

いては，新たな機能（水道・下水道に係
る各種制度・施策を営業所が積極的に推
進）や役割（上下水道局の防災・危機管
理体制における地域の特性を踏まえた防
災拠点）を担う組織として再構築すると
ともに，インターネットを活用したサー
ビスを充実するなど，お客さまサービス
の向上に努めます。 

・地下水等利用専用水道使用者への訪問
は，マーケティングリサーチの一環で
あるとは思われるが，どのように新た
なサービスの実現につながるのかが分
からない。 

一般のお客さまだけでなく，地下水等利
用専用水道使用者等の大口使用者のニー
ズを把握し，実現できる制度やサービス
の検討を進めていきます。 

・電気やガスのように，インターネット
での日常の使用状況の確認や申込・廃
止ができるようにして欲しい。 

インターネットを利用した水道使用水量
等を閲覧できるサービスのほか，各種手
続の拡充を，次期経営ビジョンの期間内
に開始できるよう検討を進めていきま
す。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・利用者に対して，現状の厳しさを分か
りやすく説明する工夫が必要だと思
う。いつ，何に，どれだけ費用が掛か
るのか，分かりやすく説明することで，
将来負担に対する理解が深まるのでは
ないか。 

・現状と将来予想される厳しさをもっと
PR し，利用者皆で上下水道事業を支え
ることが必要との意識の涵養が大切だ
と思う。 

・どういった業務内容でどういった人員
配置，そこに費やされている人件費な
ど，一般的な市民にも分かりやすい情
報開示がなされるべき。 

・水需要の減少と施設などの老朽化，収
入が減る反面，支出が増大する大変厳
しい見通しをもっと大きく打ち出して
よいと思う。 

・水需要の減少と管路等の老朽化への対
策等についても，市民に積極的に広報
することで，取組への理解が深まれば
いいと思う。 

本市の水道事業・公共下水道事業を取り
巻く課題や厳しい経営状況については，
次期経営ビジョンのほか，市民しんぶん，
ホームページなどの様々な広報媒体や各
種イベント，街頭キャンペーン，施設見
学会などあらゆる機会を活用し，情報発
信と分かりやすい情報開示を積極的に進
めます。 

・「産学公連携による，市民協働の観点」
がよく分からない。具体的に表現する
必要があるのではないか。 

上下水道局では，これまでから，例えば，
「京（みやこ）の水カフェ」での事業運
営などにおいて，市内の民間企業や大学
と連携した取組を実施してきました。今
後も，こうした産学公連携の取組を進め
るほか，市民の皆さまの協力の下で推進
する広報活動についても検討します。 

・ミストシャワーの更なる増設はできな
いか。 

・京都駅の駅ミストや二条城境内の「ミ
スト」のように，観光地にもっとたく
さん「ミスト」を増やしたら，観光客
が喜ぶのではないか。 

ミスト装置につきましては，頂いた御意
見も踏まえ，継続的に取組を進めます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・過剰な広報は必要ないのでは。もっと
学校教育の分野に力を入れるべきでは
ないか。 

次期経営ビジョンでは，広報の効果を高
めるため，対象や媒体，内容を効果的に
組み合わせた戦略的な広報活動を進めま
す。また，具体的な取組の一つとして，
次代を担う子ども達とその親を対象とし
た広報活動の展開を予定しています。 

・下水道資源の有効利用について，記述
されている取組に止まらず，新たな技
術や事業手法を含め，幅広く調査研究
し積極的に推進して欲しい。 

次期経営ビジョンでは，下水汚泥の固形
燃料化や消化ガスの活用のほか，新たな
下水道資源の有効活用についても調査・
研究を重ねます。 
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５ 視点③ 京の水をささえつづける                      

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 
・体験型研修施設は市民の利用も可能な
のか。可能なら参加したい。 

・体験型研修施設に関しては，私たち一
般市民に公開されたものでも問題ない
はず。できるだけ多くの機会を作り，
もっと多くの市民の目に見える形で事
業運営がなされるべき。 

現在，太秦庁舎の敷地内に建設中の水道
体験型研修施設（水道技術研修施設）に
ついては，本市職員の技術研修に止まら
ず，近隣事業体からの研修受講者の受入
や，民間事業者の技術者の養成，地域の
消防団や小学校の見学の受入れなど，幅
広く活用を図ることを予定しています。 

・視点③「京の水をささえつづける」の
説明が分かりにくい。 

・事業継続のためには，上下水道局だけ
でなく，関係者との連携・きずなが必
要との認識から，視点の中に「…，市
民の皆さま，そして水道・下水道に携
わる事業者の皆様とともに，…」との
文章が入っているが，方針・取組の中
ではそのことが具体的に触れられてい
ない。 

・市内の上下水道業界の健全な育成など
は書かれていないが，どのように育成
していくかも記載した方がいいのでは
ないか。 

・水の担い手としては，外郭団体や指定
業者の役割も重要である。また市民に
も役割があると思う。みんなで京の水
を守る取組を進めて頂ければと感じ
る。 

・水道と下水道のプロは上下水道局の皆
さんだと思うので，一緒に担うために
市民はどうすればいいのか，何を知れ
ばいいのかを教えて欲しい。 

・私たち市民も自らの安全を守るための
意識をもっと持つ必要があると思うの
で，積極的な意識啓発を行ってもらい
たい。 

次期経営ビジョンでは，防災・危機管理
における飲料水の備蓄など「自助」の取
組や，市民参加型防災訓練など「共助」
の取組をはじめ，関係団体と連携した技
術力の向上・技術継承の推進等，市民・
事業者の皆さまとともに水道・下水道を
支え続けるための取組を盛り込みます。
あわせて，市民の皆さまの御理解・御協
力を得ながら事業を進めていけるよう，
水道・下水道を御利用いただく際に知っ
ていただきたいことや経営状況に関する
情報などを積極的に発信していきます。 

.・重要施策である改築更新や耐震化につ
いて，方針毎，取組毎で記述されてい
るが，ビジョンでは共通するアセット
マネジメントについて説明する必要が
あるのではないか。 

次期経営ビジョンでは，アセットマネジ
メントについては，水道・下水道それぞ
れの特性を踏まえた施設マネジメントの
考え方を中心にお示しします。 
 



（Ａ）次期経営ビジョンに反映するもの 

15 

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・経営が厳しいというのは分かるが，ど
うやって維持していくのか。 

・世代間の負担を公平にすることは重要
だと思う。そのため，将来の大規模更
新や老朽設備の更新に要する費用が多
くなるならば，経営の効率化を行うこ
とを大前提として，水道料金の値上げ
など，将来の世代に過分な負担を残さ
ないようにすべきだと思う。 

・一番のお客さまサービスは水道の安定
供給と水道料金を値上げしないことだ
と思う。 

・家族が多く，家計に響くので水道料金
を安くして欲しい。 

・現役世代と将来世代の負担を公平にし
て欲しい。将来，水道料金がかなり高
くなるのであれば，今そこそこ上げて
おいて欲しい。 

・方向性について理解はできるが，本当
に目標を達成するには，料金を上げな
いといけないのか。 

・上下水道事業を続けていくためには，
多額の費用が必要だと思ったが，将来
的に水道料金を上げなくては適正に継
続できないのであれば，水道料金を上
げることも計画（ビジョン）に入れる
べき。 

・料金の値上げは，効率の見直し等を行
った後，最終かと思っている。 

・民間企業もサービスの拡充に限界がき
ており，様々な値上げも行われ始めて
いる。公共サービスも，きれいごとだ
けでなく，あるべきサービス水準の再
設定と，応分負担を市民に求めていく
ことも重要だと感じる。 

・厳しい状況は冊子で理解できたが，料
金改定を行うのであれば，十分に経営
努力をしていることを示してからにし
て欲しい。 

使用者の負担増とならないよう長期的な
視点に立って，施設の長寿命化や経営の
効率化，新たな収入源の確保等を着実に
進めます。しかしながら，事業を取り巻
く環境は大変厳しい見通しであることか
ら，世代間の公平性に重点を置いた適正
な料金・使用料の体系や水準についても
検討を進めます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・「公民連携手法の導入」について，もう
少し分かりやすく表現されるとよいと
思う。 

「公民連携手法」とは，公（行政）と民
（民間企業）が連携して事業を進めるこ
とを指しており，「民」の有する技術・ノ
ウハウをはじめとした経営資源の活用に
より，公的な負担を抑制し，事業の効果・
効率を高める手法として注目されていま
す。次期経営ビジョンでは，こうした取
組についても検討を進めることを分かり
やすく表現します。 

・大まかな理念や施策について理解でき
たが，一番の課題である経営面につい
て，まだ充分でない感じを受けた。 

次期経営ビジョンにおいて，経営の効率
化や財政基盤の強化の方向性をお示しす
るとともに，具体的な財政計画等につい
ては，前後期各５箇年の実施計画として
策定する中期経営プランにてお示ししま
す。 

・技術継承も必要だが，一番掛かってい
るのは人件費のはずである。効率を上
げる＝人員削減という風な内容がない
のはなぜか。料金の値上げは最終手段
だと思う。 

・もっと職員数を減らすべきではないか。
他都市と比べても多すぎる。 

これまでからも業務推進体制の効率化等
により，職員定数の削減を進めてきたと
ころであり，次期経営ビジョンにおいて
も，引き続き，これらの取組を推進しま
す。 
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（Ｂ）骨子案に記載済み又は趣旨に含まれているもの 

１ 骨子案全体，背景・課題                          

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・水道利用が減少する中でも，未来を見
据えてしっかりと取り組んでいかれる
ことが分かり，安心した。 

・人口減少を含む経営環境の厳しさを乗
り越えるビジョンにして欲しい。 

・無駄のないように，計画内容の再度の
見直しを実施して欲しい。 

・オール京都市として他分野（道路，河
川等）との連携を図ってはどうか。 

・市民から寄せられた意見を真摯に受け
止め，市民の意見を反映した経営ビジ
ョンとなることを望む。 

・分かりやすい。図表が多く見やすい。 
・それぞれの方針に対して，複数個の取
組が記載されており何を行っているの
かが明確に分かる点が良い。 

・京都市全体としての使命・役割を果た
すことができるような取組の方向性が
見えるのが良い。 

・衛生，防災，利用者満足度の向上等，
課題は多く，企業努力が必要だと感じ
た。 

・骨子案に記載されている内容について
は，しっかりと実践していただきたい。 

・目立たない事業だが，地道に着実に進
めていただければと思う。 

・安全安心の京都，観光都市京都，これ
からは，地震，水害など，天災にも強
い京都であって欲しいと思う。 

・子ども，孫世代が安心して水道を使え
るようしっかりと取り組んで欲しい。 

骨子案に対する市民の皆さまの御意見，
市会や外部有識者等の御意見を踏まえ，
今後も議論を重ね，京都市全体での連携
を図りながら，次期経営ビジョンの策定
を進めます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・今までの取組も必要だが，全く新しい
取組も必要なので，新しい試みをする
のは良い事だと思う。 

・技術が発達している現代の水道と下水
道のやり方はこれまでとは違うと感じ
ているので，新しいことにも挑戦して
欲しい。 

・色々な地域で同じような課題があるの
で，他地域での良い案はすばやく取り
入れるなど挑戦を続けて欲しい。 

水道・下水道の基本的な役割をしっかり
と果たすことはもとより，骨子案の方針
「いどむ」でお示ししているように，新
技術等の調査・研究をはじめ，新たな取
組にも積極的に挑戦します。 

・視点①「京の水をみらいへつなぐ」と
視点③「京の水をささえつづける」は，
特に重要だと思うので，積極的に取組
を進めて欲しい。 

事業を取り巻く経営環境がますます厳し
くなる中でこそ，経営基盤の強化を進め
ながら，水道・下水道の基本的な役割に
特に力を入れ，市民の皆さまの生活を支
えるライフラインである水道・下水道を
50 年後，100 年後の未来につないでいけ
る次期経営ビジョンを策定します。 
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２ 基本理念と取組の構成                           

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・基本理念は短文で大変分かりやすくて
よいと思う。また，構成もスッキリと
よくまとめられていると思う。 

・「京の水」とは，色々な深い意味が込め
られているのか。 

・市民の生活に大変重要な命綱である水
道・下水道を 50 年後，100 年後の未来
にしっかりとつなぎ安全・安心を守る
ために平成 30 年度以降の基本理念を
しっかり守って欲しい。 

・京都の水道・下水道を未来へつないで
いく力強い宣言であると思う。 

・基本理念「京の水からあすをつくる」
は秀逸である。水が都市を支え，近未
来を作っていくというコンセプトはあ
る種の気概を示していて経営ビジョン
の志をよく表している。しかし現行ビ
ジョンに「京の水をあすへつなぐ」，次
期ビジョンの視点①に「京の水をみら
いへつなぐ」と似たフレーズが出てく
るので分かりにくい。 

・視点，方針など用語の使用方法は的確
で分かりやすいと思う。 

・上下水道は人間の営みになくてはなら
ないライフラインであり，「京の水から
あすをつくる」というキャッチフレー
ズは正に言い得て妙である。 

・新たな基本理念には上下水道局の将来
への決意が感じられ，次期ビジョンの
具体化を期待する。 

・水は生きていく中でなくてはならない
ものなので，これから先 50 年，100 年
後も使えるような理念は良いと思う。 

・次期ビジョンは期間（2027 年）が，京
都市基本構想（2025 年）の期間を超え
ることから，今後の京都市の施策を先
導することを期待する。 

次期経営ビジョンでは，「京（みやこ）の
水ビジョン」の基本理念である「京の水
をあすへつなぐ」の考え方をしっかりと
受け継ぎつつ，市民の皆さまとともに，
将来像の実現を目指す私たち上下水道局
の決意を込めて，「京の水からあすをつく
る」を基本理念としています。この基本
理念のもと，水道・下水道を，50 年後，
100 年後の将来にわたって守り続けられ
るような次期経営ビジョンを策定しま
す。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・それぞれの視点，方針に見合う重要な
取組についてよく網羅されていると思
う。 

・取組の構成が３つの視点，９つの方針，
そして 30 の取組によってできており，
分かりやすいと思う。特に９つの方針
は簡潔に説明されており，よくできて
いると思う。 

・将来を見据えての取組となっているの
は良かった。10 年のビジョンとなって
いるので，１年経つ都度，振返りを通
して目標達成できるように職員一同力
を合わせて頑張って欲しい。 

・なかなか知ることのできない内容であ
り，問題は多いと考えられるが，更に
検討，研究して欲しい。 

・構成については，本来の上下水道事業
はもちろんのこと，大規模災害への備
えや，地球環境保全の視点が入ってお
り，上下水道局が幅広く貢献する意気
込みが感じられてよい。 

・前回の施策体系と比べて，スッキリし
たと思う。 

・平仮名で分かりやすい視点，方針が示
されていて分かりやすい。 

次期経営ビジョンは，より多くの市民・
事業者の皆さまに御理解いただけるよ
う，できる限りシンプルな構成を心掛け，
具体的な取組についても，分かりやすい
表現に努めます。 

・100 年後まで安全で安心なおいしい水
を提供して欲しい。 

・水道は日々の生活の根幹を支えている
部分である。安心，安全，安定に供給
されることが，本当に大切だと思う。
「京の水をみらいへつなぐ」の部分を
しっかり頑張って頂ければと思う。 

・水道や下水道はライフラインなので，
これからもずっと安心，安全に使い続
けられることが，とても重要だと思う。
しっかりとした計画を立てて，事業を
進めるべきだと思う。 

安全・安心な水道水をつくり，下水をき
れいにして川へ返し，地震や大雨からま
ちとくらしを守るなど，水道・下水道の
基本的な役割について，しっかりと責任
を果たすことに重点を置いた次期経営ビ
ジョンを策定します。 
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３ 視点① 京の水をみらいへつなぐ                      

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・時代に即した，水道・下水道の「ある
べき形」があると思うので，既定の概
念に囚われず，新しい発想（新技術を
取り入れるなど）で京の水をみらいへ
つないでいっていただきたい。 

・最新技術の導入，外部の研究機関との
共同研究等，積極的な技術革新を期待
する。 

・新しい技術を研究開発してコストダウ
ンに努める必要を感じる。 

水道・下水道の基本的な役割を果たすた
めにも，方針「いどむ」で掲げているよ
うに，ICT 等の未来へつながる技術の調
査・研究を進めます。 

・琵琶湖の水がこれからもおいしい飲料
水であるために，滋賀県と連携して進
めていただきたい。 

滋賀県とは，これまでからも定期的な情
報交換等を行うことで連携しており，今
後も引き続き連携を図っていきます。 

・梅雨時になると水道水が臭いので何と
かして欲しい。 

・琵琶湖の水質の影響が心配である。 
・受水槽の問題かもしれないが，もう少
しおいしい水を提供して欲しい。 

現在，琵琶湖の原水水質については 24 時
間連続監視を行っており，今後も継続し
ていきます。 
また，日々変化する原水水質にも対応で
きるよう，高機能な粉末活性炭を使用す
るなど浄水処理機能の充実を図り，異臭
（かび臭）のない水道水の供給を行って
いきます。 
なお，受水槽からも安全・安心な水道水
を供給できるよう，次期経営ビジョンで
は，これまでに引き続き，小規模な貯水
槽水道の設置者に対して，適正な維持管
理に関する啓発・助言を実施していきま
す。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・配水管の更新について，ライフサイク
ルコストを重視しているという事に非
常に関心を持った。実際にどういった
所に工夫されているのか具体的に示し
て頂けるとありがたい。 

・老朽化は進んでいることは理解するが，
配水管の更新・耐震化の推進で更新率
1.5％がどういった意味をもつ数字で
あるか分からない。 

老朽化した配水管の更新に当たっては，
一律，法定耐用年数の 40 年で更新するの
ではなく，管の材質ごとに実耐用年数を
設定し，その期間内に更新することに努
めています。また，耐震性・耐久性に優
れた高機能ダクタイル鋳鉄管や水道配水
用ポリエチレン管等を使用し，ライフサ
イクルコストの縮減を図っています。 
また，配水管の更新率 1.5%とは，市内に
布設されている配水管を１年間に1.5%分
（約 60km）更新するということを示して
います。本市としては，漏水や断水発生
のリスクを最小限に抑えつつ，配水管の
実耐用年数や更新に係る事業費の平準化
等を勘案すると，当面，更新率 1.5%程度
が妥当であると考えています。 

・未水洗家屋の解消に向けた取組は何か
行っていないのか。 

・京の水をみらいへつなぐために，下水
道接続率を 100％にするという意志表
示がない。 

今後も，未水洗家屋を各戸訪問し，個々
の状況に応じたきめ細やかな勧奨を粘り
強く実施するとともに，水洗便所の設置
に係る助成金制度を活用しながら，未水
洗家屋の早期解消に努めます。 

・京都市では水環境保全センターで高度
処理をしているとホームページ等で紹
介されているが，この水を積極的に利
用されたらどうか。 

本市では，これまでからも，各水環境保
全センター内の機械用水や鳥羽水環境保
全センター横のせせらぎ用水，夏場の「打
ち水」等に高度処理水を活用しており，
今後もこうした取組を継続して進めま
す。 

・京都市の下水処理の更なる高度化を強
く要望する。 

・下流域を踏まえた水環境の保全はとて
も大事だと思う。 

・下水処理は，これからも力を入れてい
ただきたい。 

次期経営ビジョンにおいても，下水の高
度処理や合流式下水道の改善を進め，琵
琶湖・淀川水系の中流域に位置する大都
市として，下流域も含めた水環境の保全
を進めていきます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・これからも経営の効率化が進められる
と思うが，直営部門での危機管理に伴
う人員配置をしっかり行い，組織力を
充実して頂きたい。 

骨子案の方針「まもる」に記載している
ように，市内南北２エリアを所管する事
業・防災拠点の整備により，機動的な危
機管理体制の構築を進めていきます。 

・一番注目しているのは防災や危機管理
に関する内容である。パンフレットに
書いてあるように，本当の意味での防
災には，自助や共助が必須だと思う。
そのためには，防災に携わる行政機関
から，どのような自助，共助が効果的
かを発信するべきだと思う。 

・自然災害，その他災害についての対処
の方向性についても，ある程度記述し
ていただけたらと思う。 

・京都市は，災害時に他都市への給水車
派遣を積極的に実施されるなどの実績
をお持ちだと思う。もっと実績を PR し
てはどうか。 

次期経営ビジョンの防災・危機管理の取
組の一つとして，実践的な防災訓練の実
施や，仮設給水栓の配備状況等の積極的
な広報，飲料水の備蓄啓発など，市民の
防災意識を向上する取組を推進していき
ます。 

・雨水タンクの設置啓発をして欲しい。 今後も，市民・事業者の皆さまに対して，
雨水貯留施設等の設置目的や意義を周知
するとともに，設置に係る助成金制度を
活用した施設等の普及を促進していきま
す。 

・一番心配なのは災害。地震等で使えな
くなることは仕方ないが，できるだけ
丈夫で，早く復旧できるような水道で
あって欲しい。 

・災害対策にもっと重点を置くべきでは
ないか。 

・防災や安全，安心の取組に力を入れる
のがよいと思う。 

次期経営ビジョンでは，管路や施設の耐
震化に加え，災害発生時に着実に飲料水
を確保するための備蓄の推進や災害用マ
ンホールトイレの整備等を継続的に進
め，災害に強い水道・下水道を構築して
いきます。 

・IT を導入するのはいいが，費用対効果
を勘案して欲しい。 

ICT をはじめとした新技術の導入につい
ては，費用対効果の検証を含めた調査・
研究を重ねたうえで，導入します。 
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４ 視点② 京の水でこころをはぐくむ                     

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・市民の声を受け取りやすいサービスを
行えば，ニーズにより対応できると思
う。 

・人口が減っていくこれからのことを考
えると，若い世代の意見を取り入れる
ことを忘れないで欲しい。 

大口使用者への訪問や，「水に関する意識
調査」，イベント等におけるアンケートを
通じて，お客さまニーズをこれまで以上
に的確かつ詳細に把握・分析し，新たな
サービスの実現につなげます。 

・キャラクターにお金を使うより，上下
水の整備充実にお金を使って欲しい。 

「水に関する意識調査」の結果から広報
活動への認知度が高い方ほど，事業への
満足度が高いという傾向が明らかとなっ
ています。水道事業・公共下水道事業へ
の理解を深めていただき，事業への満足
度向上を図るきっかけとして広報活動も
推進していきます。 

・上下水道を身近に考える機会がないの
で，もう少し日常生活の中で考えさせ
るようにしてもらえたら助かる。 

・今後も市民に分かりやすい内容で発信
され続けて欲しいと思う。色々な人に
伝わるよう頑張って頂きたい。 

・ポスターや市民しんぶんで上下水道の
仕事を見かけるようになった。 

・水道や下水道は私たちの生活に欠かせ
ないものであるが，濁水や浸水がなけ
れば，なかなか分からない。大切なも
のであることを，もっともっと PR し
て，頑張って欲しい。 

これまでから，経営状況や重要な事業に
ついては，市民しんぶんなど様々な媒体
を活用しながら，「伝える力」を発揮し，
情報発信しています。次期経営ビジョン
においても，市民の皆さまの事業への理
解・関心を高め，事業に対する満足度の
更なる向上を目指すために，戦略的な広
報活動を進めます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・琵琶湖疏水等の史跡は，これからもし
っかりと未来へ残してもらいたい。 

・通船事業や京都市の歴史的な資産を活
用した取組は，上下水道局だけでなく，
観光部門がしっかり取り組む必要があ
る。 

・通船事業に期待している。頑張って欲
しい。 

・京都市の水道事業における取組は，国
際観光都市として十分理解できる。 

・文化の取組は通船以外でも行うべきで
はないか。 

・疏水の通船事業と疏水記念館の増客計
画はしたほうがいい。 

・インクラインや蹴上浄水場，さらには
関西電力の蹴上発電所など，近代化産
業遺産を観光資源として活かし，一体
的に PR すべきである。 

次期経営ビジョンでは，「世界の文化首
都・京都」として，観光部門などとも連
携を図りながら，京都における産業の近
代化の歩みを物語る琵琶湖疏水の魅力発
信を進め，文化や景観，観光振興に貢献
するなど，京都ならではの取組も進めま
す。 

・京の水でこころをはぐくむという視点
はすばらしいと思う。 

・視点②のこころをはぐくむは上下水道
局の仕事とどうつながるのか。 

水道・下水道に関する情報を市民の皆さ
まに分かりやすく伝え，皆さまの声を受
け止め，ニーズに対応したサービスを提
供し，期待に応え続けることはもとより，
京都ならではの「こころの創生」を重視
し，文化や景観，そして地球環境に配慮
した取組を進めることを通じて“こころ
をはぐくむ”事業運営に努めます。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・京都議定書で皆さんに広く知って頂け
たエコな生活を持続する取組や活動
も，更に広げていけるように発信され
ていて理解しやすい内容だと思う。 

・京都議定書を発効した所なので，バイ
オガスや下水熱などの再生可能エネル
ギーの更なる活用を期待する。 

・環境にも配慮しながら，使用量も考え
なければならないと思うが，頑張って
欲しい。 

・もっと，環境に配慮した取組を行うべ
きではないか。 

京都議定書誕生の地として，これまでか
ら創エネルギーや，省エネルギーの取組
を実践しているところですが，今後も，
更なる下水道資源の有効利用を推進する
など，持続可能な低炭素社会の実現に貢
献していきます。 

・太陽光や水力の発電をしているのはよ
いが，更に下水ガスを使って発電する
ことはできないのか。大阪市や神戸市
はできているので，京都市もできると
思う。 

本市では，従来から，下水汚泥から消化
ガスを生成し，都市ガスの代替燃料とし
て活用しています。 
発電するためには，新たな設備投資が必
要となることから，発生した消化ガスを
焼却炉の燃料等として直接利用すること
が，本市においては有効な利用方法とな
っております。 
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５ 視点③ 京の水をささえつづける                       

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・水道事業のみに焦点を当ててない柔軟
性はすごい。ただ，全取組がふわふわ
したものにならないかが心配である。 

水道事業・公共下水道事業の基本的な役
割をしっかり果たし，今後の事業を取り
巻く課題へ対応できる次期経営ビジョン
を策定します。 

・市民にとっては，水道は安全というこ
とが普通であるという意識がある。高
い技術を持った職員が退職することに
より，安全性が低下してしまうのでは
ないかという不安があるので，技術の
継承や職員の養成に力を入れて欲し
い。 

・体験型研修施設が,平成 30 年２月に完
成されると聞き大変喜んでいる。長年
培ってきた技術力を次世代に継承し，
危機管理能力向上に努めて頂きたいと
思う。 

・これまで培ってきた技術をしっかりと
継承し，「京の水の担い手を育て，きず
なを強めます」の思いで頑張って欲し
い。 

・技術の継承は座学と OJT だけでは，時
間的にも限界があるので，「水道技術研
修施設」は是非とも必要であった施設
だと考える。如何に有効に利用するか
が大事なので，その点を踏まえた取組
をお願いしたい。 

・今後 10 年で，４割もの技術者の方が退
職されることには，驚いた。体験型研
修施設等で技術継承はされるとのこと
であるが，実際の現場における技術継
承が何より重要だと思う。日々の業務
から，しっかりと技術継承をして欲し
い。 

・職員の年齢構成が大きく偏っており，
数年先には大量退職期を迎えるため，
山積する経営上の重要課題に対応でき
るのかが心配されることから，ビジョ
ンには将来的な人材育成の方針・取組
をより丁寧に記載して欲しい。 

職務を通じた技術指導に加え，体験型研
修施設を活用して，管路の維持管理等に
関する研修を実施するなど，長年にわた
って培ってきた技術を次世代に継承しま
す。また，今後の職員育成に係る方針や
具体的な取組についての計画を作成し，
着実に推進します。 
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御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・世代間の公平性ってどういうことか。 
・企業債を減らす経営が非常に大切であ
り，財政基盤の健全化をしていくべき
である。 

本市の水道事業・公共下水道事業の財政
に係る課題の一つとして，企業債残高（借
金）の水準が高く，将来世代の負担が大
きくなっている点が挙げられます。 
将来世代に負担を先送りすることなく，
世代間の公平性を保つためには，管路や
施設の更新のために必要な利益を確保し
たうえで，企業債に過度に依存しない事
業運営を行っていく必要があります。 

・厳しい状況の中，コスト的に厳しい事
業に対しては，何を優先するかの視点
での判断を行うことが必要だと思う。 

・大切で大変な仕事をされていることと
思うが，公務員ということに甘えずに
経営努力して欲しい。 

・人口減少社会を想定したうえで，長期
的に安定した経営を行って欲しい。 

・まずは本業優先。限られた人的資源，
物的・財政的な資源をいかに配分し，
十分に活かすか，経営者としての視点
が大切だと思う。 

・経営環境が厳しくなっていくことが見
込まれるならば，文化や景観に配慮す
ることよりも，老朽化した設備更新や
耐震化に注力した方がよいと思う。 

・地球環境に配慮した事業運営も大切だ
と思うが，経営面をしっかりと考えて，
過剰な設備投資にならないようにすべ
きだと思う。 

・これまで取り組まれた効率的な経営を
より一層推し進め，安定した事業運営
を望む。 

・いわゆる「ヒト・モノ・カネ」の視点
をもっと明確にすべき。 

・今後，このままいくと，経営面で困難
なことになるかと思うので，いどむの
部分を特に力を入れて未来へつなげて
欲しい。 

厳しい経営環境の中でこそ，水道・下水
道の基本的な役割について，しっかりと
責任を果たせるよう事業の優先順位をつ
け，業務推進体制の効率化や財務体質の
強化を図りながら，効果的・効率的な経
営を進めます。 

 

 



（Ｂ）骨子案に記載済み又は趣旨に含まれているもの 

29 

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・「関連事業」に目を向けることは決して
悪いことではない。 

・今後の老朽化が進む管路の改築更新が
必要であり，厳しい経営環境であるこ
とはよく理解できた。具体的な対応と
して，塩漬け土地の売却も含めた有効
的な資産活用の方法等について検討を
進めていただきたい。 

・水道の売上げが落ちていくので，太陽
光や土地の賃料収入を増やすことをも
っとすればいいのではないか。 

・太陽光発電を行っているが，採算は取
れているのか。 

新たな収入源として，組織再編により生
じる空き施設等について，計画的に貸
付・売却を行うほか，引き続き，浄水場
や水環境保全センターにおける太陽光発
電による売電，水道使用水量のお知らせ
票裏面等を活用した広告等により，収入
を確保します。 

・京都の伝統産業である染色業に対して
排水に関する助成を行うなど，産業が
発展できるような行政にして欲しい。 

本市では染色整理業に対する水道料金・
下水道使用料の減免制度を実施しており
ます。 

・毎年度，事業の振返りと改善をくり返
し，経常収支を改善して欲しい。 

これまでどおり，年度ごとに京都市水道
事業・公共下水道事業経営評価を実施し，
事業の点検・評価を実施します。 

 
６ その他                                  

御意見要旨 御意見に対する本市の考え方 

・ライフラインを守ることに誇りをもっ
て，日々の仕事を頑張って欲しい。 

・水道の水も，川の水もきれいになって
きたように感じる。引き続き頑張って
欲しい。 

・危機感を感じた。 

市民の皆さまの生活を支える重要なライ
フラインである水道・下水道を 50 年後，
100 年後の未来につないでいける次期経
営ビジョンを策定します。 
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（Ｃ）今後の取組の推進に際して参考とするもの 

「次期経営ビジョンに反映するもの（Ａ）」や「骨子案に記載済み又は趣旨に含ま
れているもの（Ｂ）」のほかにも，多種多様な御意見を数多く頂きましたので，御紹
介します。これらの御意見につきましては，今後の取組の推進に際して，参考にさせ
ていただきます。 
 
１ 骨子案全体，背景・課題                          

御意見の要旨 

・SDGs（持続可能な開発目標）の視点を入れてみてはどうか。 
・何が新たな方向性なのか分かるようにしてはどうか。総花的に列挙されているた
め，何が進化したのか分からない。 

・もっと水道と下水道の整合性を図ったほうがいいかもしれない。 
・一部，上下水道局の責務範囲を超えた表現となっているので，見直すべき。 
・伝統産業に優しい行政にして欲しい。 
・議会があるのにパブリックコメントをする意味があるのか。 
 
２ 基本理念と取組の構成                           

御意見の要旨 

・基本理念に込められた想いとのつながりが分かりにくい。 
・「京の水からあすをつくる」という基本理念は大変よいと思う。絵本仕立てで分
かりやすく説明するなど，工夫もしてみてはどうか。 

・基本理念について，現行が「京の水をあすへつなぐ」，そして次期が「京の水か
らあすをつくる」で，「京」と「今日」そして「あす」とうまくかかっているが，
変な技巧性を感じる。 

・基本理念について，「あすをつくる」という文言からは，「守り続けられる」の考
え方が結びつかないように感じられる。 

・平仮名が多く，読みづらい。 
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３ 視点① 京の水をみらいへつなぐ                      

御意見の要旨 

・水道の安全・安心の延長上に「おいしい水」の表現があってよいと思う。 
・「水源（琵琶湖）から蛇口までの水質管理の徹底」に違和感を覚える。水源の琵
琶湖は，「水質管理」できる対象ではない。「水源（琵琶湖）の水質監視を強化す
るとともに，浄水場から蛇口までの水質管理を徹底」ぐらいが，適切ではないか。 

・下水の水質改善も必要だが，水源の琵琶湖の更なる浄化を進めることも，長い目
で見ればコスト減につながるのでは。 

・視点①「京の水をみらいへつなぐ」の，方針①～⑤は，全て水道・下水道両方に
対する記載が必要では。 

・原水の琵琶湖，疏水路に異常が発生した場合に代替の原水確保（地下水，桂川等） 
・淀川水系への放流には，使用者である市民の力が必要なことを強調してもよいの
では。 

・「下水を確実に集めます」という表現に違和感がある。 
・古い住宅には，未だ水道管が土管のままのところもあると聞くので，改修の指導
をして欲しい。 

・大雨が降ると，下水の水があふれる地域の下水処理や溝の掃除はまめにやって欲
しい。 

・上下水道局にはリーダーシップを発揮し，地域の集落排水も一体的に管理して欲
しい。 

・田舎は浄化槽のところもまだある。下水道整備ができるよう頑張って欲しい。 
・上弓削は他の地域と下水処理が違うのか，分かりにくい。市民として，分かりや
すい管理にして欲しい。 

・排水に関する基準緩和等についても盛り込んで欲しい。 
・浸水対策を上下水道局でやっていることを初めて知った。 
・消防局との連携など，また VR を活用した災害時のシミュレーションなどを疏水
記念館や疏水，浄水場，川（現地）で行うなどすると身近に感じるように思う。 

・災害時の対策として，京都の昔ながらの井戸水を復活させて欲しい。 
・ICT 活用の降雨レーダー情報や河川水位情報，下水道管内水位情報などを情報発
信するのであればビジョンに記載して欲しい。 
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御意見の要旨 

・南海トラフ地震が発生した時の対応を具体的に進めるべきと考える。 
・自然環境の変化（頻発するゲリラ豪雨等）に，ハード対策だけでは限界があるこ
とだと想像する。その現実を市民にも認識してもらうため，はっきり表現された
ら良いのではないか。 

・雨水を飲み水として利用できる装置等を各貯留池に設置することが必要かと思
う。 

・３年前の台風 18 号で川の水があふれて大変な目にあった。川を大きくして欲し
い。 

・近年の大量の雨を下水ではなく，上水や別の用途に活用できるようなシステムの
構築を検討しては。 

・地下街や地下鉄等の入口には，止水板等を設置して，地上で浸水が発生しても浸
水被害の起こらないことを積極的にやるべき。 

・外国の方が多く訪れる京都で，水道の技術を世界に発信し，受信できる体制は良
いと思う。 

・節電や節水などの啓発はすべき。 
 
  



（Ｃ）今後の取組の推進に際して参考とするもの 

33 

４ 視点② 京の水でこころはぐくむ                      

御意見の要旨 

・上下水道事業について，いいことや理想の将来だけを PR するのでなく，最悪シ
ナリオなども明らかにすることで，リスク喚起する必要があると思う。 

・この前，若い方の対応が丁寧で良かった。昔と変わったと思う。続けて欲しい。 
・図面の発行の手続が煩わしいので，簡略化できないか。 
・夏場は熱中症対策に水分補給の啓発活動をすべき。 
・マスコットキャラクターを見直した方がいいのでは。 
・蹴上浄水場や鳥羽水環境保全センターの一般公開の見直しはないのか。 
・「下水道事業 PR プロジェクトチーム」のポスターがいい。 
・イベントなどは，本当に必要なことなのか，実際にどのくらいの費用を使ってど
のような効果が出ているのか。 

・視点②「京の水でこころをはぐくむ」の表現は，京都市の「こころの創生」と上
下水道事業との関係が分かりにくいため，「期待にこたえる」の方が良いのでは
ないか。 

・「様々な手法による広聴活動」とあるが，「様々」という表現は「全ての」とか「完
全な」などと同じくかなりあいまいな表現なので，「各種手法による広聴活動」
程度の表現にした方が信頼ある経営ビジョンになるのではないか。 

・琵琶湖の PR をして欲しい。 
・電気やガスのようにネットやコールセンターでの受付をメインにして窓口を集約
すべき。 

・上下水道事業で水力発電などできないのか。 
・食品廃棄物や木材廃棄物といったバイオマスを受け入れ，下水汚泥と共にメタン
発酵させることについて是非検討して欲しい。 

・消化ガスから水素ガスを取出し，公用車，市バスを対象とした水素ガスステーシ
ョンができたらいいと思う。 

・舟に乗ってみたいが，子供でも安全なのか気になる。 
・環境の取組もいいことだが，経営にプラスにならないといけない。 
・視点②「京の水でこころをはぐくむ」について，「“こころをはぐくむ”事業運営
に努めます」いうところが分かりにくい。 

・100 年以上の歴史を持つ琵琶湖疏水は，市民だけではなく，わが国にとっても近
代化の成功例として貴重であり，全線を国の史跡や重要文化財の指定を受けるべ
き。 
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５ 視点③ 京の水をささえつづける                      

御意見の要旨 

・上下水道は市民生活への影響が大きいので，公営を維持して欲しい。 
・方針①取組②の「京都ならではのオンリーワン組織」が分かりにくい。「創造性
豊かな組織」や「挑戦し続ける組織」などではどうか。 

・視点③方針②の「ささえる」は，視点③「京の水を支えつづける」と混同するの
で，別の言葉にした方がよい。 

・「職員のキャリアプランの形成～」がビジョンに入っているのは妥当なのか。な
くても良い気がする。 

・16 ページの料金等の在り方については，世代間の公平性だけでなく，現在の使用
者間での公平性も保たれるべき。 

・将来世代まで上下水道事業は必要なものである。人口減少でも持続可能な体制を
柔軟に構築して欲しい。 

・50 年，100 年先を見据えたと言っているが，京都市に 100 年先が見えるのか。 
・上下水道事業は地域独占で競争者がいないように見えるが，「本当の競争者は市
民の皆さまの変化」なので，市民の動向を先取りすることが必要であると思う。 

・水道料金を値上げしないで済むよう，新たなビジネスに取り組んではどうか。 
・もうかる企業を目指して欲しい。 
・水道料金を払える経済状況にあるにも関わらず，水道料金を滞納している人がい
るならば，水道を止めることや，加算金も含めて強制的に料金を徴収するなど，
毅然とした対応が必要だと思う。 

・水需要の喚起や新たな増収策は，財務体質の強化が目的であることから，費用対
効果を考慮して行うことを明記してはどうか。 

・公共は雇用の確保も使命の一つであることから，直営をもっと増やすべきである。 
・PFI 等の民間活力の導入は，本当にメリットがあるのか疑問である。 
 
 
６ その他                                  

御意見の要旨 

・平成 31 年から元号が変わることを考えると，年号表記は西暦を基本とし，必要
に応じて元号を併記する方が良い。 

・京都市でもマンホールを売って欲しい。 
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京都市上下水道事業経営ビジョン（2018-2027） 

京（みやこ）の水ビジョン －あすをつくる－（仮称） 

（10 年間の方向性と前期５箇年の主な取組） 

 

 

骨子案 
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１ 基本理念と取組の構成について 

（１）事業を取り巻く背景・課題 

節水型社会の定着や人口減少により水需要が減少する（収入が減少する）ととも

に，管路や施設の老朽化が更に進む（必要となる事業費が増大する）など，今後の

経営環境は大変厳しい見通し（P16～18 参照）となっており，施設の長寿命化や経

営の効率化などを長期的な視点に立って着実に進める必要がある。 

また，地震や大雨等の災害への備え，安全・安心な水道水の供給と水環境の保全，

環境負荷の少ない低炭素・循環型まちづくりの実現，お客さま満足度の更なる向上，

これまでに培ってきた技術の継承など，事業を取り巻く幅広い課題を解決すること

はもとより，文化・観光振興への貢献や近隣の事業体との更なる連携など，新たな

役割を担いつつ，事業を展開していく必要がある。 

 

（２）基本理念 

 

本市の水道・下水道は，市民の文化的・衛生的な生活を支えることはもとより，

災害からまちとくらしを守り，琵琶湖・淀川水系の中流域に位置する大都市として

水環境を保全するなど，大変重要な役割を担っている。 

今後，事業を取り巻く経営環境はますます厳しくなることが見込まれるが，この

ような状況においてこそ，水道・下水道の基本的な役割をしっかりと果たしつつ，

長期的な視点かつ幅広い視野で目指す将来像を描き，その実現に向けて着実に取組

を進める必要がある。 

これらのことを踏まえ，山間地域を含め，市域全体の市民生活を支える重要なラ

イフラインである水道・下水道を，50 年後，100 年後の将来にわたって守り続けら

れるよう，市民や水道・下水道に携わる事業者とともに，将来像の実現を目指す上

下水道局の決意を込めて，「京の水からあすをつくる」を基本理念とする。 

 

（３）取組の構成 

本ビジョンでは，基本理念に基づき，３つの

「視点」を掲げ，それぞれの視点にはビジョン

の計画期間である 10 年間の更に先まで見据え

た「目指す将来像」を掲げる。 

また，「目指す将来像」の実現のため，視点に

対して９つの「方針」を掲げ，これらの下，30

の「取組」を体系的に構成する。 

 

京の水からあすをつくる 

取組 

３０ 

方針 

９ 

３
視点

京の水からあすをつくる 
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（４）３つの視点 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）目標の設定 

 ビジョンでは，９つの「方針」別に，10 年間で達成を目指す目標を掲げ，前後期

各５箇年の実施計画「中期経営プラン」では，30 の「取組」別に目標を掲げる。 

 また，ビジョン全体に係る目標として，事業に対する総合的な満足度を掲げる。 

 

＜ビジョン全体に係る目標＞ 

現況 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

事業に対する総合満足度※ 65％ 事業に対する総合満足度  70％以上 

※ 平成 27 年度「水に関する意識調査」において，「満足」，「やや満足」と回答いただいた方の割合（平成 22 年度調査時は 58％）

私たち上下水道局は，安全・安心な水道水をつくる，下水をきれいにして川へ

返す，災害からまちとくらしを守るなど，水道・下水道の基本的な役割の責任を

しっかりと果たしつつ，京の水を“みらいへつなぐ”ために，挑戦し続けます。

視点① 京の水をみらいへつなぐ 

目指す 

将来像 

・安全・安心な水道水をいつでも安定して利用できる 

・衛生的な生活と良好な水環境がいつまでも守られている 

・大規模地震が起こっても，水道・下水道を利用できる 

・大雨が降っても，浸水から生命・財産が守られている 

・周辺地域や海外を含め，広い視野で事業が運営されている 

私たち上下水道局は，市民の皆さまのニーズに対応したサービスを提供し，期

待に応え続けることはもとより，京都ならではの「こころの創生」を重視し，文

化や景観，そして地球環境に配慮した“こころをはぐくむ”事業運営に努めます。

視点② 京の水でこころをはぐくむ 

目指す 

将来像 

・一人一人のお客さまが安心して水道・下水道サービスを受けられる 

・京の水を支える琵琶湖疏水の魅力がいつまでも継承され，文化や景観と 

融合した京都ならではの事業が展開されている 

・地球環境への負荷を最小限に抑え，事業が運営されている 

私たち上下水道局は，市民の皆さま，そして水道・下水道に携わる事業者の皆

さまとともに，“京の水をささえつづける”ため，これまで培ってきた技術を確

実に次世代へと継承しつつ，長期的な視点に立ち，安定した経営を行います。 

視点③ 京の水をささえつづける 

目指す 

将来像 

・上下水道局の職員，市民や事業者の皆さまが一体となり，京の水道・ 

下水道が守り続けられている 

・世代間の負担の公平性が保たれており，健全な財務体質により事業が 

運営されている 
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２ 事業の推進について（方向性と前期５箇年の主な取組） 

視点① 京の水をみらいへつなぐ 

方針 取組 

①つくる 

水源から蛇口までの水質管理 

を徹底し，安全・安心な水道水を 

つくります 

①水源から蛇口までの水質管理の徹底 

②原水水質の変化に対応した最適な浄水処理 

の推進 

③安定的に水道水をつくるための基幹施設の 

改築更新・耐震化 

②はこぶ 

老朽化した管路の更新と耐震化 

を進め，水道水を安定して 

お届けし，下水を確実に集めます 

①配水管等の適切な維持管理の推進 

②安定的に水道水を供給するための配水管の 

更新・耐震化 

③安全・安心な水道水をお届けするための 

給水サービスの向上 

④下水道管路の適切な維持管理の推進 

⑤優先度を踏まえた下水道管路の 

改築・耐震化 

⑥適切に下水道をお使いいただくための 

啓発や勧奨 

③きれいにする 

下水をきれいにして川へ返し， 

市内河川や下流域の水環境を 

保全します 

①下水の高度処理や適切な水質管理による 

処理水質の維持・向上 

②水環境保全センター施設の再構築 

③健全な水環境を保全するための合流式 

下水道の改善 

④まもる 

市民の皆さまとともに，地震や 

大雨などの災害から，まちと 

くらしを守ります 

①災害に強い施設整備や危機管理体制の強化 

②「自助」の意識啓発や「共助」の支援に 

よる災害対応力の強化 

③「雨に強いまちづくり」を実現するための 

浸水対策の推進 

⑤いどむ 

新しい技術を取り入れながら， 

周辺地域や海外を含めた広い 

視野で，未来に向けた挑戦を 

続けます 

①常に発展し続けるための新技術の 

調査・研究 

②広域化・広域連携におけるリーダーシップ 

の発揮 

③国際協力事業の推進と国際貢献を通じた 

職員の育成 
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視点② 京の水でこころをはぐくむ 

方針 取組 

①こたえる 

分かりやすく伝え，しっかりと 

声を受け止め，市民の皆さまの 

期待に応え続けます 

①お客さま窓口機能の充実とマーケティング 

機能の強化 

②お客さまの声を反映した新たなサービスの 

展開 

③京の上下水道を未来へ継承する広報・広聴 

活動の推進 

②ゆたかにする 

琵琶湖疏水の魅力を高め， 

地球環境にやさしい事業運営に 

より，まちやこころをゆたかに 

します 

①琵琶湖疏水の魅力発信等による文化・景観や

観光振興への貢献 

②創エネルギー・省エネルギーによる低炭素 

社会の実現への貢献 

③地球環境にやさしい循環型まちづくりへの 

貢献 

 

 

視点③ 京の水をささえつづける 

方針 取組 

①になう 

これまで培ってきた技術を 

しっかりと継承し，京の水の 

担い手を育て，きずなを強めます

①将来にわたり水道・下水道を支え続ける 

企業力の向上 

②京の水をともに支える市民・事業者の皆さま

との更なる連携 

②ささえる 

50 年後，100 年後を見据えた 

経営を行い，将来にわたって 

京の水を支え続けます 

①施設マネジメントの実践等による 

ライフサイクルコストの縮減 

②業務執行体制の見直しや民間活力の導入等 

による経営の効率化 

③将来にわたって事業を持続していくための 

財務体質の更なる強化 

④継続的な経営改善の推進と適正な料金施策 

の検討 
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＜主な目標＞ 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

・導水施設の耐震化率※１  26.8％ 

・浄水施設の耐震化率※２  51.0％ 

・導水施設の耐震化率  62％ 

・浄水施設の耐震化率 100％ 

※１ 耐震対策の施された導水施設により災害時でも安定取水できる浄水場の施設能力 ÷ 全浄水場の総施設能力 

※２ 耐震対策の施された浄水場の浄水施設能力 ÷ 全浄水場の総浄水施設能力 

 

＜取組の方向性と主な取組内容（前期５箇年中心）＞ 

取組① 水源から蛇口までの水質管理の徹底 

琵琶湖や山間地域における地下水等の水源から蛇口までの水質管理を徹底し，水道

水の安全・安心を守り続けます。 

・ 水質監視装置の更新・増設（2018 年度に計画を策定し，以降順次実施） 

・ 水道水質検査優良試験所規範である「水道ＧＬＰ」の認定を継続的に更新（2018 年度

以降，４年ごとに更新） 

・ 水安全計画の継続的な運用（危害原因事象の分析・評価，危害の未然防止，危害発生

時には迅速・的確な対応） 

 

取組② 原水水質の変化に対応した最適な浄水処理の推進 

日々変わる原水の状態を見極め，最適な浄水処理を行うとともに，浄水場等の施設

について，予防保全を取り入れた効果的・効率的な維持管理を推進します。 

・ 従来の粉末活性炭よりも臭気除去性能に優れる高機能な粉末活性炭の運用開始 

（蹴上，新山科，松ケ崎の３浄水場） 

・ 粉末活性炭注入設備工事に着手（2022 年度に蹴上にて着手，以降順次実施） 

・ 予防保全の取組として，水道施設（増圧施設，山間地域等の施設を含む）の基本情報

に関するデータベース化（2021 年度から運用開始） 

 

取組③ 安定的に水道水をつくるための基幹施設の改築更新・耐震化 

安定して水道水をつくり続けるために，一定の予備力を持たせつつも将来の施設規

模を見据えて，浄水場等の施設の改築更新・耐震化を推進します。 

・ 市内の約半分の給水量を担う新山科浄水場導水トンネルの更新工事の実施（2017 年度

着手，2027 年度完了予定） 

・ 浄水施設や配水池等の基幹施設について，改築更新・耐震化を推進（前期５箇年では，

新山科の浄水施設耐震化，蹴上・新山科・松ケ崎の配水池耐震化 等） 

  

方針① 
つくる 

水源から蛇口までの水質管理を徹底し， 
安全・安心な水道水をつくります 

視点①京の水をみらいへつなぐ 
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＜主な目標＞（取組①～取組③） 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

・初期ダクタイル鋳鉄管解消率※１  23.0％

・主要管路の耐震適合性管の割合※２ 51.3％

・初期ダクタイル鋳鉄管解消率   76％ 

・主要管路の耐震適合性管の割合  66％ 

※１ 耐震性に劣る初期ダクタイル鋳鉄管の平成 21 年度（更新事業開始年度）当初延長に対する更新済の延長 

※２ 主要管路のうち耐震適合性のある管路延長 ÷ 主要管路延長 

 

＜取組の方向性と主な取組内容（前期５箇年中心）＞（取組①～取組③） 

取組① 配水管等の適切な維持管理の推進 

水道管路について，予防保全の取組を継続的に実施し，効果的・効率的な維持管理

を推進するとともに，漏水やにごり水等の緊急時への対応力を強化します。 

・ 予防保全の取組として，水道管路情報のデータベースを活用した，漏水調査や管路の

洗浄（「京（みやこ）の水道管おそうじプロジェクト」）の継続的な実施 

・ 緊急性が高い道路漏水や濁水等に関する通報に対応する「緊急ダイヤル」を設置 

（2018 年度から試行実施） 

 

取組② 安定的に水道水を供給するための配水管の更新・耐震化 

老朽化が進む水道配水管について，耐震性・耐久性に優れる管路への更新・耐震化

を推進するとともに，災害時に備えた給水のバックアップ機能を強化します。 

・ 2020 年度以降，配水管更新率を 1.5％（年間約 60km）とし，更新時には耐震性・耐久

性に優れる高機能ダクタイル鋳鉄管や水道配水用ポリエチレン管等を使用 

・ 将来の水需要を見据えた配水管網の再構築（配水管の口径の最適化等） 

・ 災害時に，通常と異なるルートから水道水を供給するバックアップ機能を強化する連

絡幹線配水管の整備を実施（御池連絡幹線配水管（2022 年度完了予定）等） 

 

取組③ 安全・安心な水道水をお届けするための給水サービスの向上 

蛇口から安全な水道水をお届けするために，貯水槽水道の設置者や工事事業者への

適切な啓発・指導を継続的に実施し，給水サービスの向上を図ります。 

・ 小規模な貯水槽水道の設置者に対して，適正な維持管理に係る啓発・助言を継続的に

実施（５年間で全対象者への訪問を概ね一巡） 

・ 全指定給水装置工事事業者を対象とした研修の実施（３年に１回）や，新規事業者へ

の説明会の実施 

  

方針② 
はこぶ 

老朽化した管路の更新と耐震化を進め， 
水道水を安定してお届けし，下水を確実に集めます（１） 

視点①京の水をみらいへつなぐ 
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＜主な目標＞（取組④～取組⑥） 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

・下水道管路改築・地震対策率※ 11.4% ・下水道管路改築・地震対策率  46% 

※ 対策済管きょ延長 ÷ 破損等のリスクが高い旧規格の管きょの延長 

 

 

＜取組の方向性と主な取組内容（前期５箇年中心）＞（取組④～取組⑥） 

取組④ 下水道管路の適切な維持管理の推進 

下水道管路について，計画的な予防保全の取組を進めるとともに，より効率的な点

検手法の導入を検討し，効果的・効率的な維持管理を推進します。 

・ 予防保全を取り入れた維持管理を推進するための取組として，計画的な点検整備を実

施し，修繕履歴等を含む下水道管路情報をデータベース化（2022 年度から運用開始） 

・ 南北２箇所の事業・防災拠点の整備を踏まえ，下水道管路の維持管理体制を再編 

 

取組⑤ 優先度を踏まえた下水道管路の改築・耐震化 

将来的に老朽化が進む下水道管路について，管路内調査結果を踏まえ，長寿命化を

図りつつ，改築更新・耐震化を推進します。 

・ 健全度や耐震性等を把握するための管路内調査を実施 

・ 特に布設年度が古く，破損等のリスクが高い管路や，緊急輸送路に埋設された管路，

避難所からの排水を受ける管路等の重要な管路について，優先的に布設替えや管更生（長

寿命化）を実施 

 

取組⑥ 適切に下水道をお使いいただくための啓発や勧奨 

適切に下水道をお使いいただくため，未水洗家屋の早期解消に向けた勧奨や工場・

事業場排水の監視・指導を継続的に推進します。 

・ 水洗便所の設置に係る助成金制度を活用し，未水洗家屋の全戸訪問による勧奨を，毎

年度継続的に実施 

・ 届出指導による事業場の把握，立入検査による特定施設や除害施設等の確認及び水質

検査による排出水の監視・指導の実施 

  

方針② 
はこぶ 

老朽化した管路の更新と耐震化を進め， 
水道水を安定してお届けし，下水を確実に集めます（２） 

視点①京の水をみらいへつなぐ 
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＜主な目標＞ 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

・合流式下水道改善率※ 63.1％ ・合流式下水道改善率 100％(2023 年度)

※ 合流式下水道改善済面積 ÷ 合流式区域面積 

 

 

＜取組の方向性と主な取組内容（前期５箇年中心）＞ 

取組① 下水の高度処理や適切な水質管理による処理水質の維持・向上 

水環境保全センター等の施設について，予防保全を取り入れた効果的・効率的な維

持管理を推進するとともに，処理水質の向上を図り，水環境を守り続けます。 

・ 予防保全の取組として，計画的な点検整備を実施し，施設の基本情報や修繕履歴等を

データベース化（2022 年度から運用開始） 

・ 新たに水質管理計画を作成し，現場巡視の徹底とトラブル対応の迅速化 

・ 高度処理における処理水質の向上を図るための調査・研究を実施 

 

取組② 水環境保全センター施設の再構築 

水環境保全センター等の施設について，状態を見極めて長寿命化を図りつつ，改築

更新・耐震化を推進するとともに，施設規模の適正化に向けた取組を推進します。

・ 主要な施設について，健全度や重要度に応じた長寿命化や改築の実施 

・ 地震時においても確保するべき重要な機能を有する施設について，改築に併せた耐震

化の推進 

・ 施設規模の適正化に向けた取組として，鳥羽水環境保全センター吉祥院支所に流入し

ている汚水を鳥羽水環境保全センターへ切り替えるための分水施設等の整備を段階的に

実施 
 

取組③ 健全な水環境を保全するための合流式下水道の改善 

市内河川や下流域の水環境を保全するため，既存施設の活用を含めた合流式下水道

の改善対策を着実に推進します。 

・ 汚水の混じった雨水が河川に流出するのを防ぐために，一時的に貯留することができ

る管きょの整備を実施（津知橋幹線（2021 年度完了予定） 等） 

・ 雨天時における放流水質を効率的に改善するため，水処理施設を雨水滞水池に転用す

る等，既存施設を活用した取組の実施（鳥羽水環境保全センター雨水滞水池工事（2022

年度完了予定） 等） 

  

方針③ 
 

下水をきれいにして川へ返し， 
市内河川や下流域の水環境を保全します 

視点①京の水をみらいへつなぐ 
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＜主な目標＞ 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

・北部エリアの事業・防災拠点の整備

を踏まえた危機管理体制の構築 

・雨水整備率※(10 年確率降雨対応)  28.0％

・南北２箇所の事業・防災拠点の整備

を踏まえた危機管理体制の確立 

・雨水整備率(10 年確率降雨対応)  43％ 

※ 浸水対策済区域面積 ÷ 公共下水道事業認可区域面積 

  なお，雨水整備率（５年確率降雨対応）は 90.7％（平成 27 年度末時点）であり，全国的にもトップ水準にある。 

 

＜取組の方向性と主な取組内容（前期５箇年中心）＞ 

取組① 災害に強い施設整備や危機管理体制の強化 

危機事象に対応するため，上下水道局として危機管理の在り方を構築し，災害に強

い施設整備や体制の強化を進めます。 

・ 市内南部エリアを所管する事業・防災の拠点を現在の資器材・防災センター用地（当

局所管用地）を活用して整備し，「南北２箇所の事業・防災拠点」を実現（2022 年度に

整備完了予定） 

・ ＢＣＰ（事業継続計画）や各種マニュアルの点検及び修正 

・ 飲料水を確実に確保するための備蓄の推進や災害用マンホールトイレの整備 

 

取組② 「自助」の意識啓発や「共助」の支援による災害対応力の強化 

市民の皆さまが自らの安全を守るための「自助」の意識を啓発するとともに，地域

や企業などで助け合う「共助」を支援し，災害対応力の強化を図ります。 

・ 実践的な防災訓練を通じて，本市職員のみならず，市民の皆さまや関係機関，他都市

との連携を強化 

・ 災害用マンホールトイレの整備や仮設給水栓の配備状況等をパンフレットなどで取り

まとめて周知 

・ 災害用備蓄飲料水を活用するなど「自助」の取組である市民の飲料水備蓄率を向上 

 

取組③ 「雨に強いまちづくり」を実現するための浸水対策の推進 

雨水幹線等の整備をはじめ，市民・事業者の皆さまとも連携した浸水対策を進める

ことによって，雨に強いまちづくりを進めます。 

・ 市内中心部の浸水安全度を更に向上させるとともに，既存の幹線の将来的な改築や非

常時におけるバイパス機能等を確保するために，鳥羽水環境保全センターに直結する新

たな基幹幹線（鳥羽第３導水きょ）を整備（2020 年度着手，2027 年度完了予定） 

・ 助成金制度を活用した雨水貯留施設及び雨水浸透ますの普及促進や，民間開発行為等

に対する雨水流出抑制指導・啓発を継続的に実施 

  

方針④ 
まもる 

市民の皆さまとともに，地震や大雨などの災害から， 
まちとくらしを守ります 

視点①京の水をみらいへつなぐ 
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＜主な目標＞ 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

・新技術等の調査研究件数※（５年間） 73 件 

・京都府及び周辺市町村との危機管理

面での連携 

・新技術等の調査研究件数（５年間） 100 件

・京都府及び周辺市町村との業務の共

同化を含めた更なる連携 

※ 共同研究及び自主調査，研究発表等の実施件数の合計 

 

＜取組の方向性と主な取組内容（前期５箇年中心）＞ 

取組① 常に発展し続けるための新技術の調査・研究 

あらゆる業界や研究機関と連携し，ＩＣＴ等の未来へつながる技術の調査・研究を

進め，その内容を積極的に発信します。 

・ 浄水処理や下水処理，施設の運用，工事の施工管理，資源の有効活用等において， 

ＩｏＴ（モノのインターネット）やＡＩ（人工知能）を含むＩＣＴ（情報通信技術）を

はじめとする新技術等について，調査・研究を実施 

・ 民間企業や大学等の外部機関との共同研究を継続して実施 

・ 研究発表会等において，研究成果や事例報告等を積極的に発信 

 

取組② 広域化・広域連携におけるリーダーシップの発揮 

広域化・広域連携について，京都府内最大規模の事業者としてリーダーシップを発

揮し，長期的な視点かつ幅広い視野で検討を進めます。 

・ 施設の共同化に係る調査・研究をはじめ，広域化・広域連携の在り方について検討 

・ 各事業体との情報交換や共同研修を充実させるとともに，定期的な人事交流や水質検

査の受託等の業務の共同化について検討 

・ 市町村間での相互応援や大規模災害時の受援に係る枠組みを検討 

・ 琵琶湖・淀川流域の関係者との情報交換や協働・連携を継続 

 

取組③ 国際協力事業の推進と国際貢献を通じた職員の育成 

本市が持つ水道・下水道に係るノウハウや技術力を生かし，世界の水道・下水道の

発展に貢献します。 

・ ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）等との連携による海外からの研修・視察等の

受け入れに加え，海外への職員派遣等，様々な国際協力事業を推進 

・ 今後，世界の水道・下水道の発展に対して，これまで以上に寄与することができるよ

う，他都市との情報交換や民間事業者との協議等を実施 

  

方針⑤ 
いどむ 

新しい技術を取り入れながら，周辺地域や海外を含めた 
広い視野で，未来に向けた挑戦を続けます 

視点①京の水をみらいへつなぐ 
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＜主な目標＞ 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

・窓口，電話応対のお客さま満足度※１ 58％ 

・広報活動の認知度※２    32.7％

・窓口，電話応対のお客さま満足度 70％ 

・広報活動の認知度     40％ 

※１ 平成 27 年度「水に関する意識調査」において，「満足」，「やや満足」と回答いただいた方の割合（利用経験がない等を除く） 

※２ 同調査において，ポスター等を「よく見かける」，「時々見かける」と回答いただいた方の割合 

 

＜取組の方向性と主な取組内容（前期５箇年中心）＞ 

取組① お客さま窓口機能の充実とマーケティング機能の強化 

営業所組織を地域における総合窓口・情報発信拠点として再構築し，新たなサービ

スに向けたニーズ把握のため，積極的なマーケティングリサーチを推進します。 

・ 市内東西南北の４営業所体制を構築し，営業所を新たな機能（各種制度・施策を積極

的に推進）や役割（地域特性を踏まえた防災拠点）を担う組織として再構築 

・ 地下水等利用専用水道使用者など大口使用者のニーズ把握とサービスの検討 

・ 民間賃貸マンションの各戸検針・各戸徴収サービスの開始（2019 年度） 

・ お客さま情報の一元化を図り，様々なサービスに活用 

 

取組② お客さまの声を反映した新たなサービスの展開 

インターネットやＩｏＴ機器を活用し，お客さまの声を反映させた新たなサービス

の導入について検討を進めます。 

・ 水道使用水量等のインターネット閲覧サービス及びクレジットカード継続払いのイン

ターネットによる申込みを開始（2018 年度） 

・ 納付書支払窓口の拡充に向けた検討 

・ 水道スマートメーターの試験的導入（2019 年度開始）及び効果，課題等の検証 

・ 使用水量に応じたポイント付与制度など新たなサービス導入に向けた調査・研究 

 

取組③ 京の上下水道を未来へ継承する広報・広聴活動の推進 

戦略的な広報・広聴活動を展開し，市民の皆さまの事業への理解・関心を高め，ひ

いては事業に対する満足度の更なる向上を目指します。 

・ 広報戦略を体系的に構築（子ども達や子育て世代を対象とした広報活動に重点） 

○ 利き水体験やお風呂の効能啓発などの参加型・体験型のイベントの実施，ミスト事

業の更なる展開などによる，安全で環境にもやさしい水道水の幅広い用途のＰＲ 

○ 浸水被害の軽減にもつながる各家庭での雨水活用のＰＲ 

・ 「水に関する意識調査」や上下水道モニター制度等による広聴活動の積極的な展開 

  

方針① 
 

分かりやすく伝え，しっかりと声を受け止め， 
市民の皆さまの期待に応え続けます 

視点②京の水でこころをはぐくむ 
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＜主な目標＞ 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

・琵琶湖疏水記念館来館者数 年間 11 万人※ ・琵琶湖疏水記念館来館者数 年間 12 万人

※ 平成 26～28 年度の平均 

 
 

＜取組の方向性と主な取組内容（前期５箇年中心）＞ 

取組① 琵琶湖疏水の魅力発信等による文化・景観や観光振興への貢献 

「世界の文化首都・京都」として，京都における産業の近代化の歩みを物語る琵琶

湖疏水の魅力発信を進め，文化や景観，観光振興に貢献します。 

・ 蹴上インクライン等，疏水沿線に点在する史跡や近代化産業遺産の活用方策の検討 

・ 開館 30 周年に合わせ，琵琶湖疏水記念館をリニューアル（2019 年度） 

・ 2018 年度から本格事業化する通船事業について，事業のプロモーションや事業を担う

人材育成等の運営支援を実施 

・ 「青空美術館」等，京都のまちなみや景観の向上に寄与する取組の推進 

 

取組② 創エネルギー・省エネルギーによる低炭素社会の実現への貢献 

京都議定書誕生の地として，創エネルギーや，省エネルギーの取組を実践すること

により，持続可能な低炭素社会の実現に貢献します。 

・ 太陽光発電，小水力発電等による創エネルギーの取組や，高効率機器の導入，運転管

理の効率化等による省エネルギーの取組の継続実施 

・ 環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）を全ての事業所等において継続運用 

・ 様々な環境保全取組を市民の皆さまに広く知っていただくため，「環境報告書」を毎年

度作成 

 

取組③ 地球環境にやさしい循環型まちづくりへの貢献 

下水道資源の更なる有効活用を進め，地球環境にやさしい循環型まちづくりに貢献

します。 

・ 下水汚泥を固形燃料化するための施設を整備し，生成した固形燃料をエネルギー資源

として火力発電所等で燃料の一部として有効活用（2018 年度着手，2020 年度完了予定） 

・ 再整備した汚泥消化タンクにより，消化ガス発生量を倍増させ，都市ガスの代替燃料

として有効活用（2018 年度以降） 

・ 脱水汚泥，焼却灰のセメント原料化の継続実施 

  

方針② 
 

琵琶湖疏水の魅力を高め，地球環境にやさしい事業運営に 
より，まちやこころをゆたかにします 

視点②京の水でこころをはぐくむ 
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＜主な目標＞ 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

・技術系資格保持者の割合※ 30％ ・技術系資格保持者の割合 50％ 

※ 全技術系職員のうち，業務に関係し，難易度が高い技術系資格を保持している職員の割合 

 

＜取組の方向性と主な取組内容（前期５箇年中心）＞ 

取組① 将来にわたり水道・下水道を支え続ける企業力の向上 

全ての職員が，チャレンジ精神にあふれ，意欲・能力を発揮できる京都ならではの

オンリーワン組織を目指し，企業力の向上を推進します。 

・ 専門技術の早期習得を目的とした研修や体験型研修施設を活用した研修等を実施する

とともに，研修の効果検証を導入した技術研修マネジメントシステムの構築・運用 

（2020 年度以降） 

・ 主体的な能力開発を促すためのキャリア形成支援，人事交流や国への派遣等の推進 

・ 全ての職員が意欲・能力を発揮できる柔軟な働き方の構築や業務改善の推進 

・ 若手職員が職場横断的に交流する機会の創出 

 

取組② 京の水をともに支える市民・事業者の皆さまとの更なる連携 

市民・事業者の皆さまとのきずなをこれまで以上に強め，皆さまと一体となった事

業運営に努めます。 

・ 市民・事業者の皆さまによる体験型研修施設の活用（2019 年度開始） 

・ 水道・下水道に係る市民向け講座の開催，オープンデータの推進 

・ 公契約基本条例に基づく市内事業者（中小企業）の受注機会の増大 

・ 京都市上下水道サービス協会との更なる連携（補完・支援機能をより一層高め，上下

水道局と一体となった技術力の向上・技術継承の推進） 

  

方針① 
になう 

これまで培ってきた技術をしっかりと継承し， 
京の水の担い手を育て，きずなを強めます 

視点③京の水をささえつづける 
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＜主な目標＞ 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2027 年度末（10 年後）目標 

・下水道の大規模更新に備えた積立金   （未実施） ・下水道の大規模更新に備えた積立金  200 億円 

 

＜取組の方向性と主な取組内容（前期５箇年中心）＞ 

取組① 施設マネジメントの実践等によるライフサイクルコストの縮減 

施設マネジメントの実践や工事の品質向上により，ライフサイクルコストの縮減を

図り，限られた財源でも必要な事業を着実に推進します。 

・ 予防保全と事後保全を適切に組み合わせた効果的・効率的な維持管理の推進，改築更

新・耐震化における長寿命化や事業費の平準化により，ライフサイクルコストを縮減 

・ 工事目的物の品質向上によりライフサイクルコストの最小化を実現させるため，工事

検査の手法改善及び体制強化 
 

取組② 業務執行体制の見直しや民間活力の導入等による経営の効率化 

公営企業としての責任を果たしつつ，執行体制の効率化や民間活力の導入を図り，

生産性を向上させます。 

・ 事業・防災の拠点整備に合わせ，現在の本庁機能の移転も含めた庁舎の再編等，効率

的・機能的な組織・体制への見直しを推進し，業務執行体制を効率化及び活性化 

・ 公民連携手法の導入を含め，民間活力を積極的に導入 

・ 業務システム間のデータ共有等，ＩＣＴの活用によるコスト縮減 
 

取組③ 将来にわたって事業を持続していくための財務体質の更なる強化 

長期的な視点に立ち，大規模更新に備えた資金確保に加え，保有資産の有効活用等

による収入源の確保・創出を進め，財務体質を強化します。 

・ 適正な事業費や目指すべき企業債残高等，長期的な視点に立った財政目標を設定 

・ 資産維持費の確保による企業債の発行抑制，大規模更新時期に備えた積立金の確保 

・ 未利用地や空き施設等について，オール京都市としての利活用を検討するとともに，

早期かつ集中的に商品化（売却・貸付等の準備） 

・ 土地開発公社先行取得用地の買戻し（2020 年度，以降活用方法検討） 
 

取組④ 継続的な経営改善の推進と適正な料金施策の検討 

継続的な経営改善を図りつつ，今後の経営環境を踏まえ，世代間の公平性に重点を

置いた適正な料金・使用料の体系や水準について検討します。 

・ 新たな経営戦略の内容を踏まえた経営評価制度の充実 

・ 「水に関する意識調査」等を踏まえた市民の皆さまの声の分析・把握と事業への反映 

・ 経営の状況や見通しについて，積極的に情報発信 

・ 「水道施設維持負担金制度」を着実に運用 

・ 世代間の負担の公平性に重点を置いた，料金・使用料体系・水準の在り方の検討 
  

方針② 

 

50 年後，100 年後を見据えた経営を行い， 
将来にわたって京の水を支え続けます 

視点③京の水をささえつづける 
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３ 財政の見通し（前期５箇年） 

（１）有収水量・有収汚水量の見通し 

年間有収水量・有収汚水量は，

直近では微増となったものの，

依然として厳しい状況にあり，

今後は，節水型社会の定着に加

え，人口減少が進むことにより，

減少傾向は続く。 

財政の見通しに当たっては，

過去５年の平均増減率△0.6％

を用い，口径や水量区画別の使

用水量の動向等を加味し，料

金・使用料収入を予測した。 

 

 

（２）事業費について 

本市の財政規模等を考慮した適正な事業費の規模や，企業債残高を縮減し健

全な財務体質を構築していく必要があることを踏まえ，当面は，現行と同水準

の事業費規模（水道：160億円/年，下水道：180億円/年）で事業を進める。 

なお，公共下水道事業においては，10 年後以降，法定耐用年数を超える管路

が大きく増加していくことが見込まれているため，事業費の平準化の観点から

も，長期的には，事業費を段階的に増加させていく必要があり，また，増加す

る更新需要に備えた資金を確保しておく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 2018 年度以降の値は，45 年前と同じ事業費が必要と仮定して試算（管路や施設の加重平均耐用年数

が約 45 年であるため）   
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とも△0.6％で減少 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47

公共下水道事業における建設改良費の推移と今後

今後20年の間に，過去の400～500億円規模

の投資に対する更新時期が到来

長寿命化等を図りつつも，事業費

の段階的な増加が必要となる

（百万円）

H29 10年後 20年後20年前 10年前40年前 30年前
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（３）今後５箇年で必要となる更新財源等 

ア 水道事業 

 

 

配水管の更新率について，2020 年度以降は 1.5％とすることを踏まえると， 

2018～2022 年度の５箇年で，100 億円の利益（資産維持費）を確保する必要

がある。 

また，他都市と比べても高い水準にある企業債残高については，建設改良費

が近年増大していることに伴い，残高が増加傾向にあったが，資産維持費を確

保することにより，新規企業債発行額を抑制することで，2017（平成 29）年

度末見込みの 1,733億円から，５年後には 1,600億円程度（約△130億円）ま

で縮減させることが可能となる。 

 

イ 公共下水道事業 

 
 

企業債償還や土地開発公社用地の買戻し等の財源確保が必要であるとともに，

将来にわたり持続可能な経営を維持するために，将来的に大きく増加する事業

費に備えた積立金を確保する必要がある。そのため，2018～2022 年度の５箇

年では，現行プラン期間と同程度の 160億円の利益（減債積立金及び建設改良

積立金）を確保する必要がある。 

また，企業債残高については，これまでから削減を進めているものの，未だ

3,000億円を超える残高を抱えていることにより，年間 50億円以上の利息の支

払いが生じ，経営を大きく圧迫している。老朽施設の延命化などにより建設改

良費の抑制を行う一方で，企業債償還金の財源（減債積立金）を確保すること

により，2017（平成 29）年度末見込みの 3,106 億円から，５年後には 2,600

億円程度（約△500億円）まで縮減させることが可能となる。 

 

ウ 料金・使用料水準 

今後５箇年においては，現行の料金・使用料水準を維持し，経営努力を図る

ことにより，上記の必要額を確保することを目指す。しかしながら，厳しい経

営環境は，今後長期的に継続する見通しであることを踏まえ，世代間の負担が

公平なものとなるよう，外部有識者や市民の皆さまの声もお聴きしながら，  

料金・使用料体系・水準の在り方について検討を実施する。 

配水管の更新財源として， 

利益（資産維持費）を 100 億円確保する必要がある 

企業債償還や将来の更新財源として， 

利益（積立金）を 160 億円確保する必要がある 
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積立金の必要額 160 億円に対して，約△20 億円不足 

（４）収支の見通し 

 収入面においては，節水型社会の定着に加え，人口減少が進むことにより，

水道料金・下水道使用料は減少傾向が続くとともに，国庫補助金についても減

少が続くことが見込まれる。一方で，支出面においては，施設の老朽化に伴う

修繕経費や点検整備経費の増加，工事労務単価や資材価格の高騰，企業債金利

の上昇などが見込まれるなど，水道事業・公共下水道事業ともに，非常に厳し

い経営環境に直面している。 

 

＜水道事業＞ 資産維持費の確保見通し（財政基盤強化の取組前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜公共下水道事業＞ 積立金の確保見通し（財政基盤強化の取組前） 
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４ 財政基盤の強化に向けた取組（前期５箇年） 

（１）効率化の推進（第６期効率化推進計画） 

＜職員定数の適正化＞ 

2017 年度（平成 29 年度末）見込 

→ 

2022 年度末（５年後）目標 

・職員定数 1,249 人 ・職員定数 1,149 人 

 

＜効率化の概要＞ 

① 事業・防災拠点の整備及び緊急対応体制の再編 

・ 「南北２箇所の事業・防災拠点」の実現による危機管理機能，緊急対応体制の強化 

・ 水道管路に係る危機管理・緊急対応ノウハウの一元化を図るための業務執行体制の再編 

・ 下水道管路に係る維持管理・緊急対応を効果的・効率的に進めていくための業務執行体制の再編 

・ 緊急性が高い道路漏水や濁水等に関する通報に対応する「緊急ダイヤル」の設置 
 

② 改築更新・耐震化の更なる推進 

・ 水道配水管の改築更新，耐震化を効率的に実施するための組織再編 

・ 水道配水管の更新率向上に向けた工事施工体制の強化 
 

③ 変化する経営環境への的確な対応及び企業力の更なる向上に向けた組織改革 

・ 経営・財務・資産活用部門が一体化した戦略的な経営体制の構築 

・ 職員育成，技術力の継承を効果的に推進するための体制構築 

・ 広報・広聴・事業推進部門が一体化した効果的なプロモーション組織の構築 

・ 市内東西南北の４営業所体制の確立（北部営業所と左京営業所を統合） 

・ 工事目的物の品質向上やライフサイクルコストの最小化に向けた工事検査体制の強化 
 

④ 民間活力の導入及び業務執行体制の見直し 

・ 水道開閉栓業務の全営業所での委託化 

・ 下水道管路維持管理業務の一部委託化 

・ 浄水場運転管理業務の委託化  

・ 水環境保全センター運転管理業務の委託拡大  

・ 水質検査業務の一部委託化 

・ お客さまサービスコーナーの委託化  
 

（２）物件費の削減 

・ 水道配水管更新のスピードアップによる漏水修繕費の削減 

・ 高機能活性炭の導入による薬品費等の削減 

・ 下水汚泥焼却炉更新のＤＢＯ手法の採用による経費の削減 

・ 汚泥消化タンクの再整備による都市ガス購入経費の削減 
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（３）資本費の圧縮及び保有資産の有効活用 

・ 事業所の統廃合による建設再投資の削減 

・ 資産維持費及び基金の活用による企業債発行抑制 

・ 組織の再編等により生じる庁舎等保有資産の貸付又は売却 

 

（４）財政基盤の強化に向けた取組実施後の見通し 

＜水道事業＞ 資産維持費の確保見通し（財政基盤強化の取組後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜公共下水道事業＞ 積立金の確保見通し（財政基盤強化の取組後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資産維持費の必要額 100 億円を確保できる見通し 

積立金の必要額 160 億円を確保できる見通し 
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第６回部会における議論のポイント 

 

１ 骨子案に係る留意事項 

① 次期経営ビジョン及び中期経営プラン骨子案（別紙２）は，次期経営ビジョン

の内容に加え，前期５箇年の年次計画や財政計画など，次期中期経営プラン（実

施計画）に係る内容を含んでいる。 

② 本資料は，議論を行うための資料であり，図表等を加えた次期経営ビジョン冊

子案は，今後，本日頂いた御意見も踏まえ，作成を進める。 

 

２ 議論の対象 

① 本部会での議論の対象は，主に 15 ページまでとする。 

② 16 ページ以降の財政に係る内容については，視点③方針②「ささえる」の観点

から，中長期的な財政の考え方に係る議論の対象として取り扱う。 

 

３ 各項目に係る議論 

① 目標とする指標の選定や目標数値の設定は妥当か。（３ページ及び６～15 ペー

ジ） 

② 取組の全体像（４～５ページ）及び個々の取組に対する主な内容（６～15 ペー

ジ）について，重大な過不足はないか。 

③ 冊子案作成に当たって，今後の経営環境の厳しさを分かりやすく表現するため

に，どのような点を工夫するべきか。 

 

４ 第７回部会に向けて 

① 本日及びこれまでの部会で頂いた御意見も踏まえ，次期経営ビジョン冊子案を

取りまとめ，第７回までの間に各委員へ個別に意見聴取を実施する。 

② 当該意見聴取にて頂いた御意見を冊子案に反映し，第７回部会（最終回）にお

いて，次期経営ビジョンに係る本部会としての最終議論を行う。 

 

資料６ 


